
－２５３－

大 島 義 彦 業 績

１）Glomustumorの４例

大島義彦

東北整形災害外科紀要，１２：２３８－２４６，１９６９．

２）兄弟にみられたdysplasiaepiphysealismultiplex
大島義彦

東北整形災害外科紀要，１３：２７６，１９７０．

３）いわゆるテニス肘に対する短橈側手根伸筋腱延長術の成績と検討

大島義彦

整形外科，２３：８４８－８５４，１９７２．

４）テニス肘（Epicondylitislateralishumeri）の手術療法

大島義彦

手術，２７：１２－１６，１９７３．

５）頸部脊椎症の臨床像と治療成績

金子二司夫 大島義彦 渡辺一郎 東條猛 本間隆夫 安川敬一郎

東北整形災害外科紀要，２０：１８５－１８７，１９７７．

６）頸部脊髄症に対するskulltractionの治療経験

児島充 大島義彦 渡辺一郎 皆川泓義

東北整形災害外科紀要，２０：１８１－１８４，１９７７．

７）誘発脊髄電位による機械的障害時の脊髄機能の可逆性判定について

大島義彦 安川敬一郎

医学のあゆみ，１０２：８７３，１９７７．

８）転移性脊椎腫瘍に対する手術施行例の検討

蛯谷勉 大島義彦 本間隆夫 中村敬彦 安川敬一郎

日本整形外科学会雑誌，５２：Ｓ１４７８－１４７９，１９７８．

９）背部皮膚の臍状陥凹を主訴とした脊椎披裂症例の手術経験

朝比奈一三 渡辺好博 大島義彦 佐本敏秋

東北整形災害外科紀要，２４：５６－５９，１９８１．



１０）馬尾神経部のpostinfectiousarachnoiditisの１手術経験

大島義彦 須田昭男 佐本敏秋 浜崎充

東北整形災害外科紀要，２４茨：５９－６１，１９８１．

１１）脊髄腫瘍症１５０例の症候学的及び診断学的検討

大島義彦

整形災害外科，２４：８８５－８９６，１９８１．

１２）腰椎部の腫瘍性疾患（分担執筆）

大島義彦

腰痛，蓮江光男、鈴木勝巳、山内裕雄編，金原出版，pp２４１－２５１，１９８２．

１３）腕神経叢と胸郭出口の検査（分担執筆）

大島義彦

整形外科診断学，辻陽雄、高橋栄明編，金原出版，pp２３８－２５５，１９８２．

１４）Cefamycin系抗生物質の骨皮質および骨髄内への移行濃度について

井川譲 林雅弘 高柳誠 浜崎允 佐本敏秋 須田昭男 大島義彦 渡辺好博

臨床整形外科，１７：１００３－１００９，１９８２．

１５）腰痛と腰椎部腫瘍

大島義彦

整形災害外科，２５：１９８３－１９８５，１９８２．

１６）Cefmetazoleの骨組織内への移行動態

井川譲 高柳誠 浜崎允 須田昭男 大島義彦 渡辺好博

東北整形災害外科紀要，２６：５－８，１９８３．

１７）非定型的第４腰椎弓骨折の１例

友岡和彦 大島義彦 太田吉雄 佐藤政悦 根本忠信

東北整形災害外科紀要，２６：９９－１０２，１９８３．

１８）多発性頸椎症に対する脊椎拡大術の経験

友岡和彦 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 朝比奈一三 佐藤政悦 山原慎一

東北整形災害外科紀要，２７：１１４－１１７，１９８３．

１９）Spinalcordectomyを施行した髄内悪性腫瘍の２例

山原慎一 大島義彦 佐本敏秋 友岡和彦 小野勝雄 比佐成夫

東北整形災害外科紀要，２７：９８－１００，１９８３．

－２５４－



－２５５－

２０）乳癌手術後放射線照射により腕神経叢麻痺を生じた例の手術経験

高柳誠 渡辺好博 大島義彦 佐本敏秋 村田紳悦 鈴木聡

東北整形災害外科紀要，２７：１８９－１９１，１９８４

２１）Segmentalwiring法による脊椎固定術を施行した３症例の検討

山崎幸男 大畠信 大島義彦 浜崎允 横田実 佐本敏秋

東北整形災害外科紀要，２７：２０２－２０４，１９８４．

２２）椎弓形成的脊髄腫瘍摘出術の経験

太田吉雄 斉藤聡 石井淳二 佐本敏秋 大島義彦

東北整形災害外科紀要，２８茨：１９９－２０１，１９８４．

２３）中国黒竜江省からの帰国者に見られたKaschin-Beck病と考えられる２症例の検討

折居和夫 山崎幸男 土田浩之 森倫夫 朝比奈一三 浜崎允 大島義彦

東北整形災害外科紀要，２８茨：１６７－１７０，１９８４．

２４）サクランボ収穫作業で発生した外傷の考察

佐藤政悦 大島義彦 山崎幸男 大畠信

東北整形災害外科紀要，２８茨：５６－６２，１９８４．

２５）上位頸髄腫瘍

大島義彦

整形・形成外科診療Question＆Answers，六法出版，１９８５．

２６）スポーツにより発生した離断性骨軟骨炎とPanner病
朝比奈一三 渡辺好博 大島義彦 結城正明 湊純

整形外科スポーツ医学会誌，４：５５，１９８５．

２７）SpinalInstrumentationの強度試験（改良型LuqueL-rod）
佐本敏秋 大島義彦 佐藤浩 林雅弘 渡辺好博

日本整形外科学会雑誌，６０：Ｓ４３０－４３１，１９８６．

２８）胸腰椎部脊椎損傷例の治療成績の検討

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 根本忠信 大類広

日本整形外科学会雑誌，６０：Ｓ７７－７８，１９８６．

２９）単純Ｘ線上石灰像を示した頸部脊髄腫瘍（髄膜腫）の１症例

鳥居伸行 山原慎一 宮川修一 大島義彦

東北整形災害外科紀要，３０：２６０－２６４，１９８６．



３０）頚部脊柱管拡大術を施行した７０症例の検討

大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 友岡和彦 根本忠信 山崎幸男 林雅弘 大利昌宏

横田実

日本整形外科学会雑誌，６１：Ｓ６３９，１９８７．

３１）脊椎外傷について

大島義彦

セラピスト，８：２３－２７，１９８７．

３２）Spinalcordectomyを施行した原発性悪性脊髄内腫瘍の３例

吉岡信弥 大島義彦 佐本敏秋 冨樫耕司 友岡和彦 山崎幸男 山原慎一 林雅弘

横田実

東北整形災害外科紀要，３１：２２５－２２８，１９８８．

３３）頸椎外傷後に脳幹部梗塞を来した１例

横田実 大島義彦 佐本敏秋 林雅弘 浜崎允 平本典利

東北整形災害外科紀要，３２：２３５－２３８，１９８８．

３４）強直母指放置例（１０年以上）２例の経験

桑添裕光 石井政次 大島義彦

山形整形外科研究会会誌，４：１４－１５，１９８８．

３５）McGraw法を応用した後頭骨軸椎間固定術の試み

横田実 佐本敏秋 大島義彦 佐藤浩 林雅弘 平本典利

東日本臨床整形外科学会誌，１：２－５，１９８９．

３６）転移性脊椎腫瘍における手術術式と適応の検討

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 太田吉雄 横田実 伊藤友一 石川朗

平本典利

日本整形外科学会雑誌，６３：Ｓ３９９，１９８９．

３７）RAspineに対する手術例３０例の検討

伊藤友一 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実

佐藤信彦

東北整形災害外科紀要，３３：３６６－３７０，１９８９．

３８）中・下位頸椎の外傷性脱臼（骨折）整復術

大島義彦

Orthopaedics，１０：７９－８２，１９８９．

－２５６－



－２５７－

３９）片側侵入、棘突起形成的頚部脊柱管拡大術

大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 佐藤信彦

伊藤友一

日本整形外科学会雑誌，６４：Ｓ４０２，１９９０．

４０）山形大式頚部脊柱管拡大術（片側侵入棘突起形成的片開き）の検討

横田実 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 佐藤信彦

伊藤友一 冨樫耕司

日本整形外科学会雑誌，６４：Ｓ３９１，１９９０．

４１）転移性脊椎腫瘍の手術適応と術式の選択

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋

脊椎脊髄ジャーナル，３：２９１－２９９，１９９０．

４２）１９８８年度、蔵王スキー場において発生したスキー外傷の分析

結城正明 渡辺好博 大島義彦 山本博司 浜崎允 佐本敏秋 伊藤友一

日本整形外科スポーツ医学会誌，９：１７３－１７７，１９９０．

４３）HTLV-１associatedmyelopathy（HAM）の２症例

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 横田実 伊藤友一 石川朗 浜崎允

東北整形災害外科紀要，３４：１８－２１，１９９０．

４４）頸部脊柱管拡大術後に生じた神経根性麻痺の検討

横田実 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 森倫夫

伊藤友一 長島太郎 冨樫耕司

東北整形災害外科紀要，３４：２７７－３８０，１９９０．

４５）転移性脊椎腫瘍の生命予後

伊藤友一 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 林雅弘 平本典利

手術，４４：１１５５－１１５９，１９９０．

４６）蔵王スキー場における肩関節周囲外傷

－肩関節脱臼、鎖骨骨折などの発生要因について－

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦 山本博司 佐本敏秋 後藤康夫 結城正明

臨床スポーツ医学，７：５２－５５，１９９０．

４７）平成元年度スキー診療報告書

大島義彦 渡辺好博 結城正明

蔵王診療所・山形スポーツ医科学研究所所報，２：１７－５１，１９９０．



４８）スキー外傷の分析

大島義彦 山本博司 浜崎允 佐本敏秋 伊藤友一

スポーツ医学会誌，１９９０．

４９）改良型Luqueinstrumentationの開発と臨床応用

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 横田実 冨樫耕司 伊藤友一 長島太郎

別冊整形外科№２０，南江堂，pp４５－４９，１９９１．

５０）難治性の下肢限局性疼痛に対し腰神経根後根切除術を施行した２症例の経験

佐藤信幸 大島義彦 斉藤聡 原田順二

東北整形災害外科紀要，３５：２１５－２１７，１９９１．

５１）成人脛骨に発症したdysplasiaepiphysealishemimelicaの１例

武井寛 高木信博 佐藤政悦 大島義彦

東北整形災害外科紀要，３５：１０６－１０８，１９９１．

５２）移転性脊椎腫瘍に対する後方侵入前方除圧術の経験

長島太郎 大島義彦 林雅弘 森倫夫 尾鷲和也

東北整形災害外科紀要，３５：２５６－２５９，１９９１．

５３）胸椎黄色靭帯骨化症の手術例の検討

冨樫耕司 大島義彦 林雅弘 横田実 平本典利 佐藤浩

東日本臨床整形外科学会雑誌，３：５１７－５１９ １９９１．

５４）転移性脊椎腫瘍に対する手術療法の除痛効果

長島太郎 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 伊藤友一

東日本臨床整形外科学会雑誌，３：６４７－６５３，１９９１．

５５）脊柱管拡大術 －片側侵入、有茎棘突起形成片開き法－

大島義彦 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利

脊椎脊髄ジャーナル，４：５７７－５８３，１９９１．

５６）椎弓切除に加えて椎間関節切除がなされたヘルニア術式の腰椎不安定性に関す

る長期予後の検討

太田吉雄 佐本敏秋 大島義彦 林雅弘 横田実

日本脊椎外科学会雑誌，２：Ｓ２２４，１９９１．

－２５８－



－２５９－

５７）転移性脊椎腫瘍における術式の選択

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 横田実 平本典利 森倫夫

伊藤友一 長島太郎 尾鷲和也 冨樫耕司

日本脊椎外科学会雑誌，２：Ｓ６６，１９９１．

５８）山形県におけるスポーツ活動への医学的取り組み

大貫義人 大島義彦

健康と体力，２３：４６－４９，１９９１．

５９）椎弓切除に加えて椎間関節切除がなされたヘルニア術後の腰椎不安定性に関す

る長期予後の検討

太田吉雄 佐本敏秋 大島義彦 林雅弘 横田実

臨床整形外科，２７：５３７－５４４，１９９２．

６０）転移性脊椎腫瘍の手術療法

大島義彦 林雅弘 森倫夫 伊藤友一 尾鷲和也 長島太郎 武井寛 平本典利

佐藤信彦 佐藤浩 横田実

日本整形外科学会雑誌，６６：Ｓ８０，１９９２．

６１）骨傷の明らかでない不全頚髄損傷の治療経験

平本典利 大島義彦 林雅弘 佐藤浩 横田実 森倫夫 伊藤友一 長島太郎

佐藤信彦

日本整形外科学会雑誌，６６：Ｓ８０，１９９２．

６２）硬膜外腔に移植した遊離脂肪が脊髄圧迫を引き起こした１例

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 伊藤友一 武井寛 横田実

東北整形災害外科紀要，３６：１０９－１１２，１９９２．

６３）外傷性脊髄損傷患者に対する横隔膜ペーシングの経験

武井寛 高木信博 笹木勇人 星信一 永井博子 尾鷲和也 大島義彦

臨床整形外科，２７：１０２７－１０３０，１９９２．

６４）転移性脊椎腫瘍に対する手術療法の徐痛効果

長島太郎 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫

伊藤友一 尾鷲和也 武井寛

日本脊椎外科学会雑誌，３：３６，１９９２．



６５）転移性脊椎腫瘍に対する手術療法の徐痛効果

－痛みと治療による徐痛効果の評価について－

長島太郎 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫

伊藤友一 尾鷲和也 武井寛

臨床整形外科，２８：２８５－２９１，１９９３．

６６）学童生徒の腰痛症 ー過去３年間の経験－

林雅弘 大島義彦 渡辺好博

山形県医師会会報，４９９：２２－２６，１９９３．

６７）転移性脊椎腫瘍の痛みに対する手術療法の徐痛効果

－痛みと治療による徐痛効果の評価－

長島太郎 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫

伊藤友一 尾鷲和也 武井寛

ペインクリニック，１４：２５９－２６５，１９９３．

６８）MRIからみた頚椎脊柱管拡大術術後成績の検討

伊藤友一 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 森倫夫

佐藤信彦 長島太郎 武井寛

日本整形外科学会雑誌，６７：Ｓ６８５，１９９３．

６９）改良型LuqueInstrument（G-Rod）による脊椎外傷の治療経験

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 横田実 平本典利 森倫夫 伊藤友一

長島太郎 佐藤信彦 武井寛

日本整形外科学会雑誌，６７：Ｓ２８０，１９９３．

７０）上位頸椎不安定症に対するwiring固定法の検討

伊藤友一 大島義彦 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 森倫夫 佐藤信彦

長島太郎 尾鷲和也

東北整形災害外科紀要，３５：３６２－３６５，１９９１

７１）頚部脊髄造影に伴う頚髄損傷の１例

太田吉雄 大島義彦

東北整形災害外科紀要，３７：４４－４６，１９９３．

７２）放射線治療を受けた胸椎化膿性脊椎炎の２例

林雅弘 大島義彦 横田実 伊藤友一 森倫夫

東北整形災害外科紀要，３７：２４－２８，１９９３．

－２６０－



－２６１－

７３）骨粗鬆症を基盤とした脊椎圧迫骨折後の遅発性脊髄麻痺に対する手術治療経験

有井陽之介 大島義彦 林雅弘 太田吉雄 伊藤友一 武井寛 佐藤浩 平本典利

横田実 森倫夫 長島太郎

東日本臨床整形外科学会誌，５：２３５－２３８，１９９３．

７４）兎ヒラメ筋による廃用性筋萎縮の回復過程

－筋不溶性及び可溶性蛋白を中心に－

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦

体力科学，４２：３６０－３７０，１９９３．

７５）頸髄・上位胸髄腫瘍に対する山形大式脊柱管拡大術の応用

武井寛 大島義彦 林雅弘 佐藤浩 横田実 高木信博

整形災害外科，３６：１２２７－１２３４，１９９３．

７６）頸髄症術前後成績によるMRI信号変化の検討 －特にＴ２信号変化について－

伊藤友一 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 佐藤信彦

長島太郎 武井寛

臨床整形外科，２８：１２２１－１２２７，１９９３．

７７）頸肩腕症候群の保存療法 －疾患概念の整理及び発症機序に基づく分類と治療－

大島義彦

整形外科Mook増刊－２「私のすすめる整形外科治療法 ２：Ａ保存療法」，金原出版，
pp７７－８１，１９９３．

７８）胸腰椎破裂骨折に対する内固定材料を用いない前方除圧固定術

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 横田実 平本典利 森倫夫 伊藤友一

長島太郎 佐藤信彦 武井寛 有井陽之介

日本脊椎外科学会雑誌，４茨：Ｓ２７０，１９９３．

７９）小さな髄内腫瘍 －診断及び治療上の問題点－

三井公彦 田中千彦 橘滋国 矢田賢三 林雅弘 大島義彦 望月真人 守屋秀繁

脊髄外科，７：４６－５１，１９９３．

８０）ヒト筋肉のタイプ分類

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦 林雅弘 鈴木庸夫 梅津和夫

山形整形外科研究会会誌，５：２３－２７，１９９３．



８１）保存療法後腰椎椎間板ヘルニア腫瘤の縮小がMRIにより確認された症例

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 横田実 渡辺好博

整形外科，４５：３７－４１，１９９４．

８２）RAspineに対する頚椎椎弓形成術の治療経験

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 横田実 有井陽之介

東日本臨床整形外科学会会誌，６：８５－８９，１９９４．

８３）環軸椎亜脱臼に対するMagerl法における若干の工夫

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也

整形災害外科，５７：５９５－５９９ １９９４．

８４）RA頚椎に対するわれわれの治療指針

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 平本典利

脊椎脊髄ジャーナル，８：６７－７３ １９９５．

８５）片開き法脊柱管拡大術の骨欠損部に移植したハイドロキシアパタイト気孔内へ

の骨伝導状態の実験的検討

長島太郎 大島義彦 竹内啓泰

日本整形外科学会雑誌，６９：２２２－２３０ １９９５．

８６）最近経験した結核性関節炎の２例

大島義彦 石田寛友

第１８０回新潟外科集談会（新潟）

８７）脊髄脂肪腫の２症例の経験

大島義彦 皆川泓義 金子二司夫

第２０回東日本臨床整形外科学会（東京）

８８）HemophilicPsendotumorによる大腿骨骨折の１例

大島義彦 皆川泓義 金子二司夫

第１９３回新潟外科集談会（新潟）

８９）ForamenMagnum部腫瘍の３症例の治療経験

大島義彦 皆川泓義

第４２回東北整形災害外科学会（盛岡）

－２６２－



－２６３－

９０）脊椎脱臼骨折の治療経験

大島義彦

第４４回東北整形災害外科学会（仙台）

９１）大腿四頭筋拘縮症の現状（新潟県の検診結果の分析と文献的考察）

大島義彦 田島達也

第１９８回新潟外科集談会（新潟）

９２）小児慢性肉芽腫症の長期観察症例

東條猛 大島義彦

新潟膠原病研究会（新潟）

９３）脊髄腫瘍と診断し手術的に腫瘍を発見できなかった症例の検討

皆川泓義 大島義彦

第１９６回新潟外科集談会（新潟）

９４）黄色靭帯骨化症の６例

大島義彦

第３回脊椎外科研究会

９５）頸椎後縦靭帯骨化症と糖代謝異常

渡辺一郎 大島義彦

第４回新潟カルシウム代謝硬組織研究会（新潟）

９６）頸椎後縦靭帯骨化症における臨床像の検討

蛯谷勉 大島義彦

第２４回東日本臨床整形外科学会

９７）上肢神経麻痺症状の鑑別診断とその限界（主題シンポジウム）

大島義彦

第２４回東日本臨床整形外科学会

９８）cervicalspondyloticmyelopathyの重症度の評価法試案の紹介と、この疾患に対

するcontinuousskulltractionの治療経験

大島義彦

第２３回新潟整形外科懇話会（新潟）



９９）頸部脊髄症の臨床像と治療成績

金子二司夫 大島義彦 皆川泓義

第４８回東北整形災害外科学会

１００）頸部脊椎症に対するskulltractionの治療経験

児島充 大島義彦

第４８回東北整形災害外科学会

１０１）転移性脊椎腫瘍の手術的治療経験

蛯谷勉 大島義彦 皆川泓義

第２０３回新潟外科集談会（新潟）

１０２）ForamenMagnumTumor９症例の分析による早期診断の検討

大島義彦 皆川泓義 金子二司夫 蛯谷勉

第５０回日本整形外科学会

１０３）誘発脊髄電位を用いた急性脊髄障害の可逆性判定に関する実験的研究

安川敬一郎 大島義彦

第５０回日本整形外科学会

１０４）頸椎後縦靭帯骨化症の成因の追求

渡辺一郎 大島義彦

第５０回日本整形外科学会

１０５）褥創の予防と痕治的手術法

東條猛 大島義彦

第２０４回新潟外科集談会（新潟）

１０６）脳性麻痺によるアテトーゼに関連した頸椎部障害３症例の経験（指定討論）

大島義彦 本間隆夫

第３３４回新潟医学会（新潟）

１０７）転移性脊椎腫瘍に対する手術施行例の検討

蛯谷勉 大島義彦 皆川泓義

第５１回日本整形外科学会（盛岡）

１０８）腱反射（musclestretchreflex）の検査法、表示法に関する検討

大島義彦 皆川泓義

第５１回東北整形災害外科学会（新潟）

－２６４－



－２６５－

１０９）C・P・アテトーゼタイプの頸椎症３症例の治療経験

大島義彦

第１回東北脊椎外科懇話会

１１０）治療に困難を感じた環軸椎脱臼の１例

大島義彦 蛯谷勉

第１回東北脊椎外科懇話会

１１１）反省すべ治療経過をとった頸部後縦靭帯骨化症の２治療経験

大島義彦 蛯谷勉 本間隆夫

第５２回東北整形災害外科学会

１１２）脊髄病変に対する病理学的検索法の問題点

巻渕隆夫 大島義彦

第４回上信越神経病理懇談会

１１３）大腿四頭筋短縮症手術症例の分析による手術法手術適応の検討

大島義彦 斉藤英彦 東條猛

第２回新潟膝関節研究会（新潟）

１１４）Dumbbell型脊髄腫瘍１５例の検討

本間隆夫 大島義彦 蛯谷勉 中村敬彦 中村滋 五味渕文雄 安川敬一郎

第８回脊椎外科研究会

１１５）原発性脊椎腫瘍２４症例の検討

五味渕文雄 大島義彦 蛯谷勉 本間隆夫 中村敬彦 安川敬一郎 中村滋

皆川泓義

第８回脊椎外科研究会

１１６）転移性脊椎腫瘍に対する手術施行例の検討

蛯谷勉 大島義彦 本間隆夫 中村敬彦 中村滋 安川敬一郎 五味渕文雄 林侃

皆川泓義

第８回脊椎外科研究会

１１７）新潟中央病院で過去１年間に扱った脊椎外傷の救急治療に関する検討

大島義彦 斉藤英彦 安川敬一郎

第１回新潟救急医学会（新潟）



１１８）神経症状を伴うSpinabifidaoccultaの３例

中村敬彦 大島義彦 蛯谷勉 本間隆夫 中村滋 五味渕文雄 小嶋允

第５３回東北整形災害外科学会（盛岡）

１１９）手術を行った脊髄髄内腫瘍の１８例の検討

中村滋 大島義彦 蛯谷勉 本間隆夫 中村敬彦 安川敬一郎 五味渕文雄

皆川泓義

第２８回東日本臨床整形外科学会（東京）

１２０）頸椎多椎間固定における固定法についての反省すべき経験

大島義彦 他

第３回東北地区脊椎外科懇話会

１２１）あちこちで約１８回の手術を受けるも症状の改善がみられない交通外傷後遺症の１例

大島義彦 浜崎允 佐本敏秋

第３回東北地区脊椎外科懇話会

１２２）新潟中央病院で過去１年間に取り扱った「麻痺を伴う新鮮脊椎外傷１８症例（内

１５例は脊髄損傷）」の治療経験

大島義彦 蛯谷勉 五味渕文雄 斉藤英彦 関根明 長野純二 安川敬一郎

藤野圭司 中屋愛作 佐藤豊

第２７回日本災害医学会学術大会

１２３）頸肩腕症候群の診断と治療（教育講演）

大島義彦

第４３回新潟整形外科懇話会（新潟）

１２４）急激に発生した非外傷性対麻痺例の検討

中村敬彦 林侃 皆川泓義 大島義彦 蛯谷勉 本間隆夫 中村滋 五味渕文雄

第５３回日本整形外科学会総会（久留米）

１２５）頸椎損傷における局麻下手術の経験

五味渕文雄 大島義彦 中村敬彦

第４４回新潟整形外科懇話会（新潟）

１２６）頸椎損傷における早期局麻下手術（減圧、前方固定）の経験

大島義彦 蛯谷勉 本間隆夫

第５５回東北整形災害外科学会

－２６６－



－２６７－

１２７）背部皮膚の陥凹を主訴とした脊椎披裂の手術経験

朝比奈一三 大島義彦 佐本敏秋 三浦競郎

第５５回東北整形災害外科学会

１２８）馬尾神経性間歇性跛行に対するflexionbraceの使用経験

佐本敏秋 大島義彦 浜崎允 三浦競郎 村田紳悦

第５５回東北整形災害外科学会

１２９）馬尾神経部のpostinfectiousarachnoiditisの１手術経験

大島義彦 須田昭男 佐本敏秋 浜崎允

第５５回東北整形災害外科学会

１３０）振動覚測定器を用いた振動覚検査の試み

原田順一 渡辺好博 大島義彦 三浦競郎 安藤和正

第５５回東北整形災害外科学会

１３１）胸椎椎間板ヘルニア２例の手術経験

間庭芳文 蛯谷勉 本間隆夫 中村敬彦 中村滋 羽場輝夫 大島義彦

第４回東北地区脊椎外科懇話会

１３２）大腿四頭筋拘縮症の経年的変化について（新潟県における実態調査による）

大島義彦

第４回東北地区脊椎外科懇話会

１３３）新しい膝関節用固定装具の使用経験

結城正明 浜崎允 須田昭男 大島義彦 渡辺好博

第２９回東日本臨床整形外科学会（仙台）

１３４）脊髄腫瘍１５０症例の臨床検討

大島義彦 佐本敏秋

第２９回東日本臨床整形外科学会（仙台）

１３５）化膿症に対するmuscleflapおよびmusculocutaneousflapによる治療経験

浜崎允 渡辺好博 大島義彦 須田昭男

第２９回東日本臨床整形外科学会（仙台）

１３６）類腱腫の２例

根本忠信 須田昭男 渡辺好博 大島義彦 佐本敏秋 三浦競郎

第５６回東北整形災害外科学会（福島）



１３７）大腿四頭筋拘縮症の経年的変化について

東條猛 田島達也 羽生忠正 長野純二 中山潮 大島秀人 大島義彦 斉藤英彦

黛正

第５６回東北整形災害外科学会（福島）

１３８）転移性脊椎腫瘍の観血的治療の意義について －５０余例の経験から－

大島義彦

第１回山形医学会（山形）

１３９）脊髄腫瘍１５０症例学的及び診断学的検討

大島義彦 佐本敏秋 ほか

第５４回日本整形外科学会学術集会（横浜）

１４０）脊髄腫瘍摘出後の脊椎支持性とその再建術施行例の検討

本間隆夫 大島義彦 ほか

第５４回日本整形外科学会学術集会（横浜）

１４１）サブオルソレン製膝装具の使用経験

矢尾板孝子 浜崎允 須田昭男 大島義彦 渡辺好博

第１８回日本リハビリテーション医学会総会（倉敷）

１４２）Cefmetazoleの骨内組織への移行動態

井川譲 高柳誠 浜崎允 須田昭男 大島義彦 渡辺好博

第５７回東北整形災害外科学会（仙台）

１４３）診断に難渋した脊髄内gliomaの１例

佐藤浩 大島義彦 佐本敏秋 根本忠信 ほか

第５７回東北整形災害外科学会（仙台）

１４４）放射線治療による前胸部皮膚並びに腕神経叢の障害に対する手術経験

高柳誠 渡辺好博 大島義彦 佐本敏秋

第２回山形医学会学術大会（山形）

１４５）乳癌手術後放射線照射により腕神経叢麻痺を生じた例の手術経験

高柳誠 渡辺好博 大島義彦 佐本敏秋 村田紳悦 鈴木聡

第５８回東北整形災害外科学会

－２６８－



－２６９－

１４６）診断困難な右下肢痙性麻痺を呈する１症例のmyelogram
大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 高橋信英 根本忠信 友岡和彦

第７回東北地区脊椎外科懇話会

１４７）非定型的腰椎弓骨折の１例

友岡和彦 大島義彦 太田吉雄 佐藤政悦 根本忠信

第５９回東北整形災害外科学会

１４８）環軸椎間固定術を施行した２６症例の検討

大島義彦 佐本敏秋 ほか

第１１回脊椎外科研究会

１４９）上腕における血管・神経開放損傷例の手術経験とその検討

佐藤浩 加藤浩司 渡辺好博 大島義彦 高木信博

第３０回日本災害医学会

１５０）椎弓形成的脊髄腫瘍摘出術の経験

太田吉雄 小林勝 斉藤聡 石井淳二 佐本敏秋 大島義彦

第９回東北地区脊椎外科懇話会

１５１）Odontoidectomyを施行したChiarimalformationを伴うbasilarimpressionの１経験

大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 浜崎允 佐藤浩 横田実

第６１回東北整形災害外科学会（山形）

１５２）上位胸椎椎間板ヘルニアの診断と治療法の検討 －３手術例の経験から－

大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 佐藤政悦 横田実

第６１回東北整形災害外科学会（山形）

１５３）多発性頚部脊椎症に対する脊柱管拡大術の経験

友岡和彦 大島義彦 太田吉雄 朝比奈一三 佐本敏秋 山原慎一 佐藤政悦

第６１回東北整形災害外科学会（山形）

１５４）segmentalwiring法による脊椎固定術を施行した３症例の検討

山崎幸男 大畠信 浜崎允 横田実 大島義彦 中村敬彦 佐本敏秋

第６１回東北整形災害外科学会（山形）

１５５）spinalcordectomyを施行した髄内悪性腫瘍の２例

山原慎一 大島義彦 佐本敏秋 小野勝雄 比佐成夫

第６１回東北整形災害外科学会（山形）



１５６）Transoralodontoidectomyを施行したChiarimalformationを伴うbasilarimpression
の１経験

大島義彦 佐本敏秋 浜崎允 太田吉雄 佐藤浩 横田実

第４回山形脳神経研究会（山形）

１５７）上位胸椎椎間板ヘルニアの診断と治療法の検討

大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 横田実 佐藤政悦

第１回山形大学・琉球大学整形外科研究会

１５８）サクランボ収穫作業で発生した外傷の考察

佐藤政悦 大島義彦 山崎幸男 大畠信

第６２回東北整形災害外科学会（秋田）

１５９）posteriorspinalinstrumentation手術の失敗例の検討と対策

山崎幸男 大島義彦

第６３回東北整形災害外科学会

１６０）仙骨部褥瘡に併発した扁平上皮癌の１剖検例

後藤康夫 須田昭男 大島義彦 村田紳悦 友岡和彦 佐藤政悦

第６３回東北整形災害外科学会（福島）

１６１）カシンベック病と考えられる２症例の検討

折居和夫 大島義彦 浜崎允 山崎幸男 土田浩之 森倫夫 渡辺好博

第６３回東北整形災害外科学会（福島）

１６２）胸椎後弯部椎間板ヘルニアによる脊髄症の診断と、より安全な治療法の検討

大島義彦 佐本敏秋 浜崎允 佐藤浩 皆川泓義 蛯谷勉 本間隆夫 中村敬彦

第５７回日本整形外科学会（札幌）

１６３）スポーツにより発生した離断性骨軟骨炎とPanner病
朝比奈一三 渡辺好博 大島義彦 浜崎允 結城正明

第１０回整形外科スポーツ医学研究会

１６４）高位診断が困難であった、下垂足を呈した症例の検討

室岡久爾夫 石井政次 大島義彦 浜崎允 佐藤浩 林雅弘

第６４回東北整形災害外科学会（仙台）

－２７０－



－２７１－

１６５）片開き頸部脊柱管拡大術の若干の工夫

大島義彦 佐藤浩 鈴木聡 清重佳郎 長島太郎 佐本敏秋

第６４回東北整形災害外科学会（仙台）

１６６）脊髄硬膜外嚢腫１例の経験

石井政次 大島義彦 室岡久爾夫 佐藤浩

第１７回山形整形外科研究会（山形）

１６７）四肢脊柱外傷に対する緊急処理の問題点

渡辺秀雄 渡辺好博 大島義彦 須田昭男 浜崎允

第８回山形県医師会学校医大会（山形）

１６８）頸部脊髄症に対する脊柱管拡大術２２症例の経験

大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 友岡和彦 根本忠信 佐藤政悦 山崎幸男

第５８回日本整形外科学会

１６９）転移性脊椎腫瘍に対する手術例の検討

佐藤浩 佐本敏秋 山崎幸男 大島義彦 蛯谷勉

第５８回日本整形外科学会

１７０）新潟県における大腿四頭筋拘縮症の長期検診結果について

東條猛 田島達也 斉藤英彦 間淵公一郎 中山剛男 木島秀人 大島義彦

羽生忠正 長野純二 黛正

第６５回東北整形災害外科学会（新潟）

１７１）LuqueSSI法におけるラセン状の溝切りロッドの使用経験

大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩

第６５回東北整形災害外科学会（新潟）

１７２）転移性脊椎腫瘍１０１例の手術経験

佐藤浩 大島義彦 佐本敏秋 根本忠信 友岡和彦 山崎幸男 林雅弘

第５回山形脳神経研究会（山形）

１７３）胸腰部脊椎損傷例の治療成績の検討

林雅弘 佐本敏秋 大島義彦 佐藤浩 根本忠信

第５９回日本整形外科学会（東京）



１７４）SpinalInstrumentationの強度試験（改良型-LuqueL-Rod）
佐本敏秋 佐藤浩 大島義彦 林雅弘 渡辺好博 他

第５９回日本整形外科学会（東京）

１７５）多発性脊髄腫瘍の１例

鳥居伸行 小野勝 太田吉雄 大島義彦 伊藤友一 柏英雄

第２１回山形整形外科研究会（山形）

１７６）肩関節脱臼におけるStimson法の経験

石井政次 桑添裕光 大島義彦

第２２回山形整形外科研究会（山形）

１７７）非定型的石灰化像を示した頚部脊髄腫瘍（髄膜腫）の１症例

鳥居伸行 小林勝 山原慎一 宮川修一 矢島美穂子 大島義彦

第６８回東北整形災害外科学会（山形）

１７８）ラグビーによる頸髄損傷２例

伊藤友一 大島義彦 佐本敏秋 長島太郎

第２回山形県スポーツ医科学研究会（山形）

１７９）強直母指放置例（１０年以上）２例の経験

桑添裕光 大島義彦 石井政次

第２４回山形整形外科研究会（山形）

１８０）頸部脊柱管拡大術を施行した７０症例の検討

大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 友岡和彦 根本忠信 山崎幸男 林雅弘 大利昌宏

横田実

第６０回日本整形外科学会学術集会（新潟）

１８１）Halopelvictraction（H.P.T）の問題点

佐本敏秋 大島義彦 山崎幸男 林雅弘 横田実 冨樫耕司 佐藤浩 友岡和彦

第６９回東北整形災害外科学会（秋田）

１８２）Spinalcordectomyを施行した原発性悪性脊髄髄内腫瘍の３例

吉岡信弥 冨樫耕司 佐本敏秋 大島義彦 友岡和彦 山崎幸男 山原慎一 林雅弘

横田実

第６９回東北整形災害外科学会（秋田）

－２７２－



－２７３－

１８３）頸椎片側性脱臼整復後に脊髄損傷を来たした１例

石井淳二 小林勝 山原慎一 佐藤信幸 大島義彦

第７０回東北整形災害外科学会（福島）

１８４）転移性脊椎腫瘍の手術療法の徐痛効果の検討

長島太郎 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 友岡和彦 山崎幸男 林雅弘 平本典利

土田浩之 石川朗 伊藤友一 佐藤信彦

第３６回東日本臨床整形外科学会（東京）

１８５）転移性脊椎腫瘍の手術法について検討

佐本敏秋 大島義彦 佐藤浩 友岡和彦 山崎幸男 林雅弘 平本典利 土田浩之

石川朗 長島太郎 佐藤信彦 伊藤友一

第３６回東日本臨床整形外科学会（東京）

１８６）転移性脊椎腫瘍の神経麻痺の治療成績について

土田浩之 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 友岡和彦 山崎幸男 林雅弘 平本典利

石川朗 長島太郎 佐藤信彦 伊藤友一

第３６回東日本臨床整形外科学会（東京）

１８７）転移性脊椎腫瘍の生命予後の検討

伊藤友一 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 友岡和彦 山崎幸男 林雅弘 平本典利

土田浩之 石川朗 長島太郎 佐藤信彦

第３６回東日本臨床整形外科学会（東京）

１８８）環軸椎後方固定術（McGraw法）の経験と若干の工夫

所沢徹 大島義彦 佐藤政悦

第２５回山形整形外科研究会（山形）

１８９）サクランボ収穫作業で発生した外傷の考察

佐藤政悦 渡辺好博 大島義彦 設楽正彰 井川譲 吉岡信弥

第３回東北救急医学会

１９０）頸椎外傷後に脳幹部梗塞を来した１例

横田実 大島義彦 佐本敏秋 林雅弘 浜崎允

第７１回東北整形災害外科学会（仙台）

１９１）頸部脊髄症に対する顎髭療法及びゴムバンド療法

大島義彦 佐本敏秋 林雅弘 横田実 平本典利

第７１回東北整形災害外科学会（仙台）



１９２）HTLV-１associatedmyelopathy（HAM）の２症例の経験

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 横田実 伊藤友一 石川朗 浜崎允

第７１回東北整形災害外科学会（仙台）

１９３）中心性頸髄損傷例の頸椎不安定性について

平本典利 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 林雅弘

第１７回日本脊椎外科学会（大坂）

１９４）腹臥位麻酔中に発症した悪性高熱の１例

所沢徹 佐藤政悦 大島義彦

第２６回山形整形外科研究会（山形）

１９５）McGraw法を応用した後頭骨軸椎間固定術の試み

横田実 大島義彦 佐本敏秋 林雅弘 平本典利 佐藤浩

第３７回東日本臨床整形外科学会（東京）

１９６）手術による椎骨動脈損傷４症例の経験

大島義彦 佐本敏秋 友岡和彦 林雅弘 横田実 平本典利

第７２回東北整形災害外科学会（新潟）

１９７）当院における脛骨高位骨切り術２６膝の検討

所沢徹 佐藤政悦 大島義彦

第７２回東北整形災害外科学会（新潟）

１９８）孤立性骨髄腫として１０年間経過した１症例

笹木勇人 大島義彦 須田昭男 佐本敏秋 林雅弘 横田実 石川朗

第２７回山形整形外科研究会（山形）

１９９）不全頸髄損傷の治療法の検討

大島義彦 平本典利

第２７回山形整形外科研究会（山形）

２００）転移性脊椎腫瘍における手術術式と適応の検討

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 横田実 石川朗

第２７回山形整形外科研究会（山形）

－２７４－



－２７５－

２０１）不全頸髄損傷の治療法の検討

大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 尾鷲和也 森倫夫

石川朗 佐藤信彦 伊藤友一 冨樫耕司 長島太郎

第６２回日本整形外科学会（浦安）

２０２）転移性脊椎腫瘍における手術術式と適応の検討

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 太田吉雄 横田実 伊藤友一 石川朗

平本典利

第６２回日本整形外科学会（浦安）

２０３）孤立性骨髄腫の１例

笹木勇人 大島義彦 須田昭男 佐本敏秋 林雅弘 横田実 平本典利 石川朗

第７３回東北整形災害外科学会（弘前）

２０４）スポーツ活動に伴う腰椎分離（辷り）症の治療

大島義彦 林雅弘 横田実 佐本敏秋

第７回山形県スポーツ医科学研究会（山形）

２０５）高度不安定性を呈したRA頸椎に対する手術の経験

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 横田実 伊藤友一 石川朗 鈴木聡

第２８回山形整形外科研究会（山形）

２０６）１９８８年蔵王スキー場で発生したスキー外傷の分析

結城正明 渡辺好博 大島義彦 山本博司 浜崎允 佐本敏秋 伊藤友一

第１５回日本整形外科スポーツ医学会（札幌）

２０７）蔵王スキー場における肩周囲外傷

－肩関節脱臼と鎖骨骨折などの発生原因について－

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦 山本博司 後藤康夫 結城正明

第１１回東日本スポーツ医学研究会（東京）

２０８）RAspineに対する手術症例３０例の検討

伊藤友一 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実

佐藤信彦

第７４回東北整形災害外科学会（盛岡）

２０９）Ｆ波と体性感覚誘発電位による脊髄機能評価の試み

中角祐治 鈴木孝子 大島義彦

第１２回脊髄電気診断研究会（東京）



２１０）山形大式頸部脊柱管拡大術（片側侵入棘突起形成的片開き）の検討

横田実 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 佐藤信彦

伊藤友一 冨樫耕司

第６３回日本整形外科学会（名古屋）

２１１）片側侵入棘突起形成的頸部脊柱管拡大術

大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 佐藤信彦

伊藤友一

第６３回日本整形外科学会（名古屋）

２１２）脊柱・脊髄を含めて腫瘍の全摘出を施行した胸椎部硬膜内mesenchymal
chondrosarcomaの１例

平本典利 高木理彰 大島義彦 林雅弘 横田実 伊藤友一

第７５回東北整形災害外科学会（山形）

２１３）Ｆ波と体性感覚誘発電位による脊髄機能評価について

中角祐治 鈴木孝子 林雅弘 横田実 伊藤友一 太田吉雄 佐本敏秋 大島義彦

第２７回日本リハビリテーション医学会（福岡）

２１４）平均加算されたＦ波の臨床応用の可能性について

中角祐治 鈴木孝子 設楽正彰 安藤和正 折居和夫 石井政次 佐本敏秋

大島義彦 原田順二

第２７回日本リハビリテーション医学会（福岡）

２１５）蔵王スキー場におけるスキー外傷の動向

山本博司 大島義彦 渡辺好博 結城正明

第１６回日本整形外科スポーツ医学会（東京）

２１６）Ｆ波におよぼす随意収縮の影響

中角祐治 折居和夫 安藤和正 大島義彦 渡辺好博

第５回日本整形外科学会基礎学術集会（神戸）

２１７）胸椎黄色靭帯骨化症の手術例の検討

冨樫耕司 大島義彦 林雅弘 横田実 平本典利 伊藤友一 佐藤浩

第３９回東日本臨床整形外科学会（東京）

２１８）頸部脊柱管拡大術に移植した遊離脂肪が脊髄圧迫を引き起こした１例

林雅弘 大島義彦 横田実 長島太郎 冨樫耕司 浜崎允

第４回山形・琉球合同研究会（山形）

－２７６－



－２７７－

２１９）LateralHerniaの経験

森倫夫 佐藤浩 朝比奈一三 山川正紀 大島義彦 林雅弘 長島太郎 平本典利

第３０回山形整形外科研究会（山形）

２２０）難治性の下肢限局性疼痛に対し腰神経後根切除術を施行した２症例の経験

佐藤信幸 斉藤聡 原田順二 大島義彦

第７６回東北整形災害外科学会（秋田）

２２１）頚部脊柱管拡大術後に生じた神経根性麻痺の検討

横田実 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 森倫夫

伊藤友一 長島太郎 冨樫耕司 武井寛

第７６回東北整形災害外科学会（秋田）

２２２）高度の不安定性を呈したCharcotSpineに対し血管柄付腸骨移植術を行った１例

佐藤浩 朝比奈一三 森倫夫 山川正紀 大島義彦 高柳誠 林雅弘 横田実

第１回東北脊椎外科研究会（仙台）

２２３）転移性脊椎腫瘍に対する後方侵入前方除圧術の経験

長島太郎 大島義彦 林雅弘 森倫夫 尾鷲和也

第７７回東北整形災害外科学会（福島）

２２４）椎弓切除に加えて椎間関節切除がなされたヘルニア術後の腰椎不安定性に関す

る長期予後の検討

太田吉雄 佐本敏秋 林雅弘 大島義彦 横田実

第３１回山形整形外科研究会（山形）

２２５）新鮮脊柱楔状圧迫骨折初診時単純Ｘ線像の検討 －圧縮率についての考察－

渡辺彰博 佐藤政悦 鳥居伸行 武井寛 大島義彦

第３１回山形整形外科研究会（山形）

２２６）椎弓切除に加えて椎間関節切除がなされたヘルニア術後の腰椎不安定性に関す

る長期予後の検討

太田吉雄 佐本敏秋 大島義彦 林雅弘 横田実

第２０回日本脊椎外科学会（旭川）

２２７）転移性脊椎腫瘍における術式の選択

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 太田吉雄 佐藤浩 横田実 平本典利 森倫夫

伊藤友一 長島太郎 尾鷲和也 冨樫耕司

第２０回日本脊椎外科学会（旭川）



２２８）上位頸椎不安定症に対するwiring固定法の検討

伊藤友一 大島義彦 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 佐藤信彦

第７８回東北整形災害外科学会（仙台）

２２９）前方からのアプローチにより手術を施行したSpinalenterogeniccystの１症例

佐藤信彦 平本典利 浜崎允 大島義彦 林雅弘

第７８回東北整形災害外科学会（仙台）

２３０）同時除圧を行った頚部脊髄症と腰部脊柱管狭窄症の合併例の検討

森倫夫 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也 伊藤友一 横田実 平本典利

第２回東北脊椎外科研究会（仙台）

２３１）小児の重度腰椎辷り症の２手術例

尾山かおり 太田吉雄 佐本敏秋 大島義彦 林雅弘 平本典利 長島太郎

第２回東北脊椎外科研究会（仙台）

２３２）転移性脊椎腫瘍の手術療法

大島義彦 林雅弘 森倫夫 伊藤友一 尾鷲和也 長島太郎 武井寛 平本典利

佐藤信彦 佐藤浩 横田実

第６５回日本整形外科学会（福岡）

２３３）骨傷の明らかでない不全頸髄損傷の治療経験

平本典利 大島義彦 林雅弘 佐藤浩 横田実 森倫夫 伊藤友一 長島太郎

佐藤信彦

第６５回日本整形外科学会（福岡）

２３４）硬膜外腔に移植した遊離脂肪が脊髄圧迫を引き起こした１例

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 伊藤友一 武井寛

第７９回東北整形災害外科学会（新潟）

２３５）転移性脊椎腫瘍に対する手術療法の除痛効果

長島太郎 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫

伊藤友一 尾鷲和也 武井寛

第２１回日本脊椎外科学会（神戸）

２３６）脊髄髄内サルコイドーシスの１例 －MRI及び病理像について－

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 横田実 平本典利 森倫夫 伊藤友一 長島太郎

尾鷲和也 佐藤信彦 横田実 横田雅宏

第２１回日本脊椎外科学会（神戸）

－２７８－



－２７９－

２３７）電気泳動によるヒト筋肉のtype分類

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦 井田英雄 林雅弘 大畠信 後藤康夫

第３２回山形整形外科研究会（山形）

２３８）兎ヒラメ筋による廃用性筋萎縮の回復過程 －筋構成蛋白を中心に－

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦

第４７回日本体力医学会大会（山形）

２３９）特別養護老人ホーム入所者のADLと骨粗鬆症

佐藤信彦 浜崎允 林雅弘 大島義彦

第４７回日本体力医学会大会（山形）

２４０）骨粗鬆症を基盤とした脊椎圧迫骨折後の遅発性脊髄麻痺に対する手術治療の経験

有井陽之介 大島義彦 林雅弘 太田吉雄 伊藤友一 武井寛 佐藤浩 平本典利

横田実 森倫夫 長島太郎

第４１回東日本臨床整形外科学会（東京）

２４１）ヒト筋肉のタイプ分類

伊藤友一 渡辺好博 大島義彦 林雅弘

第１２回山形県スポーツ医科学研究会（山形）

２４２）頸髄、上位胸髄腫瘍に対する山形大式脊柱管拡大術の応用

武井寛 大島義彦 太田吉雄 林雅弘 伊藤友一 佐藤浩 横田実 高木信博

第８０回東北整形災害外科学会（弘前）

２４３）脊柱管拡大術の骨欠損部に移植したハイドロキシアパタイト気孔内の骨形成の検討

長島太郎 大島義彦 林雅弘 横田実 武井寛 竹内啓泰

第１２回整形外科セラミックインプラント研究会（東京）

２４４）腹臥位頚椎手術後片側視力障害が発生した１頚髄損傷例の経験

大島義彦

第３回東北脊椎外科研究会（仙台）

２４５）頚部後縦靭帯骨化症に対する前方除圧術後遅発性脳血管痙縮を来した１例

大島義彦

第３回東北脊椎外科研究会（仙台）



２４６）脊髄腔造影による合併症

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋

第３回東北脊椎外科研究会（仙台）

２４７）latrogenicvertebralarteryinjury
大島義彦

第３回東北脊椎外科研究会（仙台）

２４８）頚部脊髄造影に際して生じた事故の１例

太田吉雄 大島義彦

第３回東北脊椎外科研究会（仙台）

２４９）蔵王スキー場におけるスキー開放創の実態調査とその予防対策の検討

天野秀久 大島義彦 結城正明 後藤康夫 大畠信 大類広 土田浩之

第３回日本スキー学会（山形）

２５０）蔵王スキー場における最近４年間のスキー外傷実態調査

平上健 大島義彦 結城正明 大畠信 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

第３回日本スキー学会（山形）

２５１）スキー場における有床診療所の役割 －蔵王診療所の３年間の診療結果から－

松木達也 大島義彦 結城正明 大畠信 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

第３回日本スキー学会（山形）

２５２）MRIからみた頚椎脊柱管拡大術術後成績の検討

伊藤友一 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 森倫夫

佐藤信彦 長島太郎 武井寛

第６６回日本整形外科学会（神戸）

２５３）改良型LuqueInstrument（G-rod）による脊椎外傷の治療経験

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 横田実 平本典利 森倫夫 伊藤友一

佐藤信彦 長島太郎 武井寛

第６６回日本整形外科学会（神戸）

２５４）胸腰椎破裂骨折に対する内固定材料を用いない前方除圧固定術

林雅弘 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 横田実 平本典利 森倫夫 伊藤友一

佐藤信彦 長島太郎 武井寛 有井陽之介

第２２回日本脊椎外科学会（富山）

－２８０－



－２８１－

２５５）放射線治療を受けた胸椎化膿性脊椎炎の治療経験

林雅弘 大島義彦 伊藤友一 森倫夫

第８１回東北整形災害外科学会（福岡）

２５６）脊椎に発生したbenignosteoblastoma（osteoidosteoma）の３例

橋本淳一 平本典利 佐藤信彦 浜崎允 大島義彦 林雅弘

第８１回東北整形災害外科学会（福岡）

２５７）環軸椎亜脱臼に対するMagerlの治療経験

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也 武井寛 横田実 高木信博 鳥居伸行

田中井道夫 武田陽公 有井陽之介

第３４回山形整形外科研究会（山形）

２５８）整形外科領域におけるインフォームド・コンセント

大島義彦

第３４回山形整形外科研究会（山形）

２５９）RAspineに対する頚椎椎弓形成術の治療経験

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 横田実 有井陽之介

第４２回東日本臨床整形外科学会

２６０）片開き脊柱管拡大術の骨欠損部に移植したハイドロキシアパタイト気孔内への

骨伝導状態の実験的検討

長島太郎 大島義彦 林雅弘 横田実 竹内啓泰

第８回日本整形外科学会基礎学術集会（松本）

２６１）スキーによる開放創の検討

天野秀久 大島義彦 結城正明 大畠信 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

第４回日本臨床スポーツ医学会（東京）

２６２）蔵王スキー場におけるスキー外傷の動向

平上健 大島義彦 結城正明 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

第４回日本臨床スポーツ医学会（東京）

２６３）スキー場で発生した非外傷性疾患の検討

－蔵王診療所の過去３年間の入院患者の分析から－

松木達也 大島義彦 結城正明 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

第４回日本臨床スポーツ医学会（東京）



２６４）棘突起温存式正中観音開き式脊柱管拡大術の術後成績

林雅弘 大島義彦 伊藤友一 尾鷲和也 平本典利 横田実

第８２回東北整形災害外科学会（山形）

２６５）脊髄髄内病変と組織像の検討

林雅弘 大島義彦 佐藤浩 伊藤友一 尾鷲和也

第４回東北脊椎外科学会（仙台）

２６６）胸椎前方固定時の腸骨採取部への肋骨移植

平本典利 佐藤信彦 林雅弘 大島義彦

第４回東北脊椎外科学会（仙台）

２６７）術後MRIにて脊髄腫大傾向を示した頚髄症２例

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也 平本典利 佐藤信彦

第４回東北脊椎外科学会（仙台）

２６８）痙性対麻痺に対するくも膜下フェノールブロック

－胸髄損傷後の腰椎麻痺性側弯症の１例－

尾鷲和也 大島義彦 林雅弘 伊藤友一

第４回東北脊椎外科学会（仙台）

２６９）山形大学式頚部脊柱管拡大術後MRIにおけるMetalArtifactの検討

尾鷲和也 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 横田実

第４回東北脊椎外科学会（仙台）

２７０）化膿性脊椎炎のMRI像の検討

笹木勇人 平本典利 佐藤信彦 寒河江正明 横田実 大島義彦 林雅弘

第４回東北脊椎外科学会（仙台）

２７１）MRIにて脊髄輝度変化を伴ったむち打ち損傷の２例

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也

第８３回東北整形災害外科学会（秋田）

２７２）山形大学式頚部脊柱管拡大術における頚・項部痛の検討

寒河江正明 平本典利 大島義彦 林雅弘 佐藤信彦

第８３回東北整形災害外科学会（秋田）

－２８２－



－２８３－

２７３）脊椎外科領域における術中回収式自己血輸血

尾鷲和也 林雅弘 大島義彦 伊藤友一 太田吉雄 鳥居伸行

自己血輸血シンポジウム（山形）

２７４）頚部脊柱管拡大術（山形大式）の長期成績 －術後５年以上経過例－

林雅弘 大島義彦 佐藤浩 平本典利 横田実 森倫夫 伊藤友一 長島太郎

尾鷲和也 佐藤信彦 武井寛

第６７回日本整形外科学会学術集会（仙台）

２７５）RA頚椎の治療戦略の検討

伊藤友一 大島義彦 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫 佐藤信彦

長島太郎 尾鷲和也 武井寛

第６７回日本整形外科学会学術集会（仙台）

２７６）頚部後縦靭帯骨化症に対する山形大式脊柱管拡大術の成績

林雅弘 大島義彦

第９回日本脊髄外科学会（津）

２７７）頚部脊柱管拡大術の検討

大島義彦 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫 尾鷲和也 伊藤友一

佐藤信彦 長島太郎 武井寛

第２３回日本脊椎外科学会（神戸）

２７８）環軸椎亜脱臼に対する後方固定の治療経験

伊藤友一 大島義彦 佐藤浩 林雅弘 横田実 平本典利 森倫夫 尾鷲和也

佐藤信彦 長島太郎

第２３回日本脊椎外科学会（神戸）

２７９）骨移植による全周椎弓形成を行なった有茎棘突起形成片開き法の治療成績

佐藤信彦 大島義彦 林雅弘 横田実 平本典利

第２３回日本脊椎外科学会（神戸）

２８０）蔵王診療所で治療したスノーボード外傷

伊藤利江 大島義彦 結城正明 山川正紀 渡辺好博

第１４回山形県スポーツ医科学研究会（山形）

２８１）骨粗鬆症と運動実践

大島義彦 渡辺好博 佐本敏秋 佐藤政悦 浜崎允 鳥居伸行

第４５回日本体育学会（山形）



２８２）血管柄付き肋骨移植の経験

林雅弘 大島義彦 佐藤信彦 笛木敬介

第１回脊椎・脊髄神経手術手技研究会（東京）

２８３）地域におけるリハビリテーションの需要の検討

－寒河江市における地域住民直接検診結果の分析－

鳥居伸行 佐藤政悦 松田雅彦 針生光博 人見裕 大島義彦 佐本敏秋

第８４回東北整形災害外科学会（福島）

２８４）地域住民の「リハビリテーション」の理解度に関する聞き取り調査結果

針生光博 佐藤政悦 鳥居伸行 松田雅彦 人見裕 大島義彦 佐本敏秋

第８４回東北整形災害外科学会（福島）

２８５）骨粗鬆症の研究動向に関する考察

大島義彦

第３７回山形整形外科研究会（山形）

２８６）突発性脊髄ヘルニアと思われる一例

蓮池尚文 大島義彦 林雅弘 佐藤信彦 笛木敬介

第５回東北脊椎外科研究会（仙台）

２８７）片開き式脊柱管拡大術の骨欠損部に移植したハイドロキシアパタイト気孔内

への骨伝導状態の実験的検討

長島太郎 大島義彦 林雅弘 横田実 竹内啓泰

日本整形外科学会雑誌，６７：Ｓ１３１７，１９９３．

２８８）頚髄不全損傷を伴った乳児軸椎歯突起骨折の一例

橋本淳一 太田吉雄 斎藤聡 原田順二 大島義彦

第８４回東北整形災害外科学会（福島）

２８９）化膿性仙腸関節炎の５例

佐藤信彦 井川譲 石井淳二 宮川修一 佐藤浩 朝比奈一三 大島義彦

東北整形災害外科紀要，３４：３３－３８，１９９０．

２９０）脊髄腫瘍摘出術に際しておこなった形成的椎弓還納固定法

佐藤信彦 大島義彦 林雅弘 平本典利 尾鷲和也 寒河江正明 笹木勇人

第８４回東北整形災害外科学会（福島）

－２８４－



－２８５－

２９１）神経線維腫症に合併した麻痺を伴う高度脊椎変形の１治験例

－術前脊柱モデルの作製、およびGroovedRodSSI（G-SSI）－
尾鷲和也 大島義彦 林雅弘 佐藤信彦 伊藤友一 森倫夫

第６８回日本整形外科学会学術集会（横浜）

２９２）脊髄髄内腫瘍におけるMRIと病理像の検討

林雅弘 大島義彦 佐藤信彦 伊藤友一 尾鷲和也 笛木敬介

第４４回東日本臨床整形外科学会（宇都宮）

２９３）Ｔ２高信号を呈した頚髄症の術後MRI変化

伊藤友一 平本典利 大島義彦 林雅弘 横田実

第４４回東日本臨床整形外科学会（宇都宮）

２９４）脊髄腫瘍摘出術に際しておこなった形成的椎弓環納固定法（VTR）
佐藤信彦 大島義彦 林雅弘 笛木敬介

第２回脊椎・脊髄神経手術手技研究会（横浜）

２９５）座長 主題「腰椎椎間板ヘルニアの治療法とその根拠」

大島義彦

第８６回東北整形災害外科学会（新潟）

２９６）高齢者の肩関節障害の疫学的調査

後藤康夫 大島義彦 松田雅彦 村成幸

第２２回日本肩関節学会（奈良）

２９７）スキーによる脊椎外傷の検討

武田陽公 林雅弘 大島義彦 高木理彰

第３９回山形整形外科研究会（山形）

２９８）牽引整復を試みて脊髄麻痺の憎悪をみた片側性Facetinterlokingの１例

大島義彦 林雅弘 佐藤信彦 笛木敬介 佐藤政悦 人見裕

第５回東北脊椎外科研究会（仙台）

２９９）高齢者の整形外科疾患有病率の疫学的研究

大島義彦 林雅弘 佐本敏秋 佐藤政悦 鳥居伸行

第６８回日本整形外科学会学術集会（横浜）



３００）改良型LuqueInstrumentの術後成績

林雅弘 大島義彦 平本典利 横田実 森倫夫 佐藤信彦 伊藤友一 長島太郎

尾鷲和也 笛木敬介

第２４回日本脊椎外科学会（東京）

３０１）Magerl法におけるSongercableの使用経験

笛木敬介 大島義彦 林雅弘 平本典利 横田実 伊藤友一 佐藤信彦 笹木勇人

第２４回日本脊椎外科学会（東京）

３０２）移転製脊椎腫瘍に対するSpinalInstrumentation
林雅弘 大島義彦 笛木敬介

第１０回日本脊髄外科学会（京都）

３０３）蔵王スキー場におけるスノーボード外傷

伊藤利江 山川正紀 渡辺好博 大島義彦

第２１回日本整形外科スポーツ医学会（千葉）

３０４）移転性脊椎腫瘍の治療

大島義彦

第６４回日本整形外科学会（京都）

３０５）頚部後縦靭帯骨化症に対する山形大式脊柱管拡大術の成績

林雅弘 大島義彦

脊髄外科，９：１７－２４，１９９５．

３０６）ExpansiveOpen-DoorLaminoplastywithReconstructionofSpinousProcess
大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 森倫夫 伊藤友一

長島太郎 佐藤信彦 武井寛 有井陽之介

SpinalDisordersinGrowthandAging，２６３―２６９，１９９５．

３０７）SurgicalIndication，Procedure，andMethodofPostoperativeEvaluationfor
SpinalMetastasis
太田吉雄 大島義彦 林雅弘 長島太郎 佐本敏秋

SpinalDisordersinGrowthandAging，pp６９－７５，１９９５．

３０８）改良型Hallframe
笛木敬介 林雅弘 佐藤信彦 大島義彦

脊椎脊髄ジャーナル，８：５７３－５７５，１９９５．

－２８６－



－２８７－

３０９）術後MRIで脊髄腫大傾向を示した頚髄症の２例

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 平本典利 尾鷲和也 佐藤信彦

臨床整形外科，３０：７５５：７５９，１９９５．

３１０）頚部脊柱管拡大術後の項頚部痛の検討

寒河江正明 平本典利 伊藤友一 大島義彦 林雅弘 佐藤信彦

第２４回日本脊椎外科学会（東京）

３１１）不全頸髄損傷の治療法の検討

大島義彦 佐本敏秋 佐藤浩 林雅弘 平本典利 横田実 尾鷲和也 森倫夫

石川朗 佐藤信彦 伊藤友一 冨樫耕司 長島太郎

日本整形外科学会雑誌，６３（２.３）：Ｓ２５７，１９８９．

３１２）Ｆ波におよぼす随意収縮の影響

中角祐治 折居和夫 安藤和正 大島義彦 渡辺好博

日本整形外科学会雑誌，６４因：Ｓ１１２３，１９９０．

３１３）転移性脊椎腫瘍の治療

大島義彦

日本整形外科学会雑誌，６５（２.３）：Ｓ６６８，１９９１．

３１４）神経線維腫症に合併した麻痺を伴う高度脊椎変形の１治験例

－術前脊柱モデルの作製、およびGroovedRodSSI（G-SSI）－
尾鷲和也 大島義彦 林雅弘 佐藤信彦 伊藤友一 森倫夫

日本整形外科学会雑誌，６９（２.３）：Ｓ５５０，１９９５．

３１５）高齢者の整形外科疾患有病率の疫学的研究

大島義彦 林雅弘 佐本敏秋 佐藤政悦 鳥居伸行

日本整形外科学会雑誌，６９（２.３）：Ｓ４５４，１９９５．

３１６）Follow-upstudyofmodifiedLuqueinstrument（G-rod）forspinaltrauma
林雅弘 大島義彦 太田吉雄 佐藤浩 平本典利 横田実 伊藤友一 武井寛

有井陽之介 渡辺好博

SpinalDisordersinGrowthandAging，９：７７－８４，１９９５．

３１７）脊椎・脊髄外科

大島義彦

外傷の救急治療，渡辺好博、中沢省三、小林国男編，南山堂，pp２８１－３３０，１９８８．



３１８）変形性膝関節症に対するクリノリル錠の治療効果

三浦競郎 渡辺好博 大島義彦 横田実 所沢徹

ProgressinMedicine，３茨：８２－８７，１９８３．

３１９）頚肩腕症候群

大島義彦

今日の治療方針、日野原重明、阿部正和監修、医学書院 pp５８１－５８２，１９９１．

３２０）中・高年のスポーツと健康

大島義彦

HUMANSPORTSSCIENCE，ヒューマンスポーツ研究会編，中央法規出版，
pp１７８－１８５，１９９１．

３２１）頚椎部の腫瘍

大島義彦

今日の整形外科治療方針，辻陽雄編，医学書院，pp５２１－５２３，１９９４．

３２２）新潟市の一私立救急病院で１年間に取り扱った「麻痺を伴う新鮮脊椎外傷１８例」

の治療経験

大島義彦

山形整形外科研究会会誌，１：５－９，１９７９．

３２３）頚椎脱臼整復後に脊髄麻痺の悪化（完全型）を来した１例

石井淳二 小林勝 山原慎一 佐藤信幸 大島義彦

東北整形災害外科紀要，３１：２６５－２６７，１９８８．

３２４）蔵王スキー場におけるスキー開放創の実態調査とその予防対策の検討

天野秀久 大島義彦 結城正明 後藤康夫 大畠信 大類広 土田浩之 渡辺好博

日本スキー学会誌，３：７６－８１，１９９３．

３２５）蔵王スキー場における最近４年間のスキー外傷実態調査

平上健 大島義彦 結城正明 大畠信 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

日本スキー学会誌，３：８２－８６，１９９３．

３２６）スキー場における有床診療所の役割 －蔵王診療所の３年間の診療結果から－

松木達也 大島義彦 結城正明 大畠信 後藤康夫 土田浩之 渡辺好博

日本スキー学会誌，３：８８－９２，１９９３．

－２８８－



－２８９－

３２７）環軸椎亜脱臼に対するMagerl法の治療経験

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也 武井寛 横田実 高木信博 鳥居伸行

田中井道夫 武田陽公 有井陽之介

山形整形外科研究会会誌，６：１０－１４，１９９４．

３２８）ウォーミング・アップの電気生理学的検討

中角祐治 多田利信 長岡進一 大島義彦 大貫義人

第１４回運動療法研究会講演論文集，１８－２１，１９８９．

３２９）温泉の保健・医療・福祉的利用促進調査

植田理彦 鈴木仁一 米地文夫 大島義彦 東海林辰雄 片桐進

山形県高齢化社会研究所紀要，９鰯，１９９０．

３３０）高齢者の体力保持増進のための運動処方の研究開発

大島義彦 大貫義人 佐本敏秋 浜崎允 長井健二

山形県高齢化社会研究所紀要，１１鰯，１９９２．

３３１）Arthrodesisofthecervicalspineinrheumatoidarthritis
伊藤友一 大島義彦 太田吉雄 林雅弘 平本典利 武井寛

JournalofOrthopaedicSurgery，３：３９－４５，１９９５．

３３２）東北・新潟７県における脊髄損傷の発生状況（１９８９－１９９２）

佐藤哲朗 阿部栄二 石井祐信 植山和正 内山政二 大島義彦 奥村博 勝見裕

国分正一 佐藤光三 佐藤浩 林雅弘 平本典利 他９名
東北整形災害外科紀要，３８芋：２４４－２４８，１９９４

３３３）MRI所見上脊髄輝度変化を伴ったむち打ち損傷の２例

伊藤友一 大島義彦 林雅弘 尾鷲和也

東北整形災害外科紀要，３８茨：１３－１５，１９９４．

３３４）筋伸展反射の評価法・表示法に関する検討

大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛 中角祐治

山形リハビリテーション医会誌，３：２－１８，１９９３．

３３５）日常生活強度と脊椎骨粗鬆症の関連について

大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛 松木宏史 中角祐治 宮下智 毛利光宏

大森圭

山形リハビリテーション医会誌，３：１９－２６，１９９３．



３３６）食生活と脊椎骨粗鬆症の関連について

大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛 松木宏史 中角祐治 宮下智 毛利光宏

大森圭

山形リハビリテーション医会誌，３：２７－３５，１９９３．

３３７）急性期脳血管障害の精神機能評価について －概観と症例検討－

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 中角祐治

山形リハビリテーション医会誌，３：２６－４８，１９９３．

３３８）顔面神経麻痺の回復傾向について

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 中角祐治

山形リハビリテーション医会誌，３：５８－６２，１９９３．

３３９）足関節軸の検討 －解剖用屍体を使用して－

宮下智 毛利光宏 大森圭 大島義彦 中角祐治

山形リハビリテーション医会誌，３：６３－６７，１９９３．

３４０）脳卒中片麻痺患者の下肢能力の検討 －下肢伸展運動における特性－

宮下智 毛利光宏 大森圭 大島義彦 中角祐治

山形リハビリテーション医会誌，３：６８－７５，１９９３．

３４１）高齢者のリハビリテーションに関する理解度の調査研究

宮下智 毛利光宏 大森圭 大島義彦 中角祐治 秋葉正 伊藤朋子 長岡進一

渡辺桂一

山形リハビリテーション医会誌，４：２－１０，１９９３．

３４２）地域リハビリテーション医療の潜在的需要についての調査研究

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 中角祐治 大沼崇 秋葉真澄 石山浩之

五十嵐由美子

山形リハビリテーション医会誌，４：１１－１７，１９９３．

３４３）高齢者の脳卒中既往歴に関する実態調査

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 中角祐治 野竹恵 村山直 羽角裕子

鳥居伸行 佐本敏秋

山形リハビリテーション医会誌，４：１８－２２，１９９３．

－２９０－



－２９１－

３４４）高齢者の腰痛・下肢痛に関する実態調査

大森圭 毛利光宏 宮下智 大島義彦 林雅弘 中角祐治 佐藤政悦 鳥居伸行

佐本敏秋

山形リハビリテーション医会誌，４：２３－２７，１９９３．

３４５）高齢者の膝痛・膝機能に関する実態調査

大森圭 毛利光宏 宮下智 大島義彦 林雅弘 中角祐治 佐藤政悦 鳥居伸行

佐本敏秋

山形リハビリテーション医会誌，４：２８－３２，１９９３．

３４６）高齢者の転倒歴と骨折歴に関する実態調査

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 林雅弘 中角祐治 岩田好子 石沢ひとみ

大泉久美子 井上重雄

山形リハビリテーション医会誌，４：３３－３９，１９９３．

３４７）高齢者の老研式活動能力指標に関する実態調査

大森圭 毛利光宏 宮下智 大島義彦 中角祐治 庄司由美子 横尾輝美 清野敏秀

真木律子

山形リハビリテーション医会誌，４：３９－４４，１９９３．

３４８）高齢者の就労状況に関する実態調査

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 中角祐治 明石英史 柴田芙美枝 佐藤春美

加藤信子

山形リハビリテーション医会誌，４：４５－４９，１９９３．

３４９）高齢者の１０ｍ歩行能力に関する実態調査

宮下智 毛利光宏 大森圭 大島義彦 伊藤友一 中角祐治 多田利信 鈴木一美

武田輝美 高橋薫

山形リハビリテーション医会誌，４：５０－５４，１９９３．

３５０）高齢者の握力に関する実態調査

大森圭 毛利光宏 宮下智 大島義彦 中角祐治 村川美幸 丹野克子 五十嵐守

吉田智子

山形リハビリテーション医会誌，４：５５－６０，１９９３．

３５１）高齢者の残存歯数に関する実態調査

大島義彦 林雅弘 中角祐治 毛利光宏 宮下智 大森圭 佐藤政悦 鳥居伸行

佐本敏秋

山形リハビリテーション医会誌，４：６１－６４，１９９３．



３５２）高齢者の視力に関する実態調査

林雅弘 大島義彦 中角祐治 毛利光宏 宮下智 大森圭 佐藤政悦 鳥居伸行

佐本敏秋

山形リハビリテーション医会誌，４：６５－６８，１９９３．

３５３）寝たきり高齢者の自立度に関する実態調査

宮下智 毛利光宏 大森圭 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 長岡進一

佐藤朗

山形リハビリテーション医会誌，５：２－６，１９９３．

３５４）寝たきり高齢者の寝たきり原因に関する実態調査

毛利光宏 宮下智 大森圭 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 明石英史

斎藤恵美子

山形リハビリテーション医会誌，５：７－１２，１９９３．

３５５）寝たきり高齢者が受けている医療、リハビリテーションに関する実態調査

大森圭 毛利光宏 宮下智 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 明石英史

秋葉正

山形リハビリテーション医会誌，５：１３－１９，１９９３．

３５６）寝たきり高齢者の基本動作に関する実態調査

毛利光宏 大森圭 宮下智 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 伊藤朋子

佐藤朗

山形リハビリテーション医会誌，５：２０－２５，１９９３．

３５７）寝たきり高齢者の基本動作における本人・家族の認識についての実態調査

宮下智 毛利光宏 大森圭 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 長岡進一

斎藤恵美子

山形リハビリテーション医会誌，５：２６－３３，１９９３．

３５８）寝たきり高齢者の移動能力・生活範囲に関する実態調査

大森圭 毛利光宏 宮下智 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 野竹恵

村山直

山形リハビリテーション医会誌，５：３４－４１，１９９３．

３５９）寝たきり高齢者の褥瘡に関する実態調査

毛利光宏 大森圭 宮下智 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 中角祐治 羽角裕子

渡辺桂一

山形リハビリテーション医会誌，５：４２－４６，１９９３．

－２９２－



－２９３－

３６０）腰椎椎間板狭小化、骨棘と脊椎骨粗鬆症の関係

大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛 松木宏史 中角祐治 宮下智 毛利光宏

大森圭

山形リハビリテーション医会誌，５：４７－５２，１９９５．

３６１）腰椎椎間板狭小化及び骨棘に関する研究

－中・高年女性の生活歴と腰椎X線像の分析－

大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛 松木宏史 中角祐治 宮下智 毛利光宏

大森圭

山形リハビリテーション医会誌，５：５３－６６，１９９５．

３６２）胸腰椎、腰椎の楔状椎、魚椎変形の発生原因

－中・高年女性の生活歴と腰椎X線像の分析－

大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛 松木宏史 中角祐治 宮下智 毛利光宏

大森圭

山形リハビリテーション医会誌，５：６７－７７，１９９５．

３６３）転移性脊椎腫瘍に対するspinalinstrumentation（改良型LuqueRod）の臨床成績

－転移性脊椎腫瘍１２２例１３９手術の検討－

林雅弘 大島義彦，笛木敬介
脊髄外科，１０：１９－２６，１９９６．

３６４）頚椎後縦靭帯骨化症に対する椎弓形成術 －３年以上経過例－

林雅弘 大島義彦 伊藤友一

第１１回日本脊髄外科学会（名古屋）

３６５）環軸椎亜脱臼に対する後方固定術の治療経験

伊藤友一 大島義彦 林雅弘

第１１回日本脊髄外科学会（名古屋）

３６６）contrast-enhanced３DSPGR法を用いた腰椎椎間板ヘルニアのMRI
伊藤友一 平本典利 大島義彦 林雅弘 渡辺奈美

第２５回日本脊椎外科学会（名古屋）

３６７）サクランボ収穫作業で発生した外傷の考察

寒河江正明 佐藤政悦 桑添裕光 鳥居伸行 橋本淳一 渡辺好博 大島義彦

第４４回日本災害医学会（東京）



３６８）脊髄腫瘍摘出術に際しておこなった形成的椎弓還納固定法

佐藤信彦 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 武井寛

第３１回日本パラプレジア学会（横浜）

３６９）片側侵入、棘突起形成的（山形大式）頚部脊柱管拡大術

武井寛 大島義彦 林雅弘 伊藤友一 佐藤信彦

第３１回日本パラプレジア学会（横浜）

３７０）高齢者の腰痛および下肢痛の有病率の疫学調査

林雅弘 大島義彦 武井寛 橋本淳一 佐藤政悦 鳥居伸行

第８８回東北整形災害外科学会（盛岡）

３７１）高齢者における腰部脊柱管狭窄症に対する椎弓切除術の術後成績について

橋本淳一 佐藤政悦 寒河江正明 林雅弘 武井寛 大島義彦

第８８回東北整形災害外科学会（盛岡）

３７２）転移性脊椎腫瘍に対するinstrumentationの工夫

林雅弘 大島義彦 平野弘之 伊藤友一 武井寛

脊椎脊髄ジャーナル，９員：５４５－５５０，１９９６．

３７３）胸・腰椎破裂骨折の診断と治療方針

林雅弘 大島義彦 平野弘之

Orthopaedics，９員：６５－７４，１９９６．

３７４）新鮮胸・腰椎外傷の治療方針

大島義彦 平野弘之

Orthopaedics，９員：１－４，１９９６．

３７５）高齢者の肩関節障害の疫学的調査

後藤康夫 村成幸 松田雅彦 寒河江正明 佐藤哲也 大島義彦

肩関節，２０茨：２０５－２０８，１９９６．

３７６）山形大式椎弓形成術後の頚部後縦靭帯骨化症進展 －３年以上経過例－

林雅弘 荻野利彦 伊藤友一 武井寛 橋本淳一 大島義彦

脊髄外科，１１茨：６１－６６，１９９７．

３７７）Contrast-enhanced３DSPGR法を用いた腰椎椎間板ヘルニアのMRI
伊藤友一 大島義彦 林雅弘 平本典利 渡辺奈美

脊椎脊髄ジャーナル，１０鰯：２４３－２４７，１９９７．

－２９４－



－２９５－

３７８）当科における脊髄髄内腫瘍の小経験

林雅弘 大島義彦 伊藤友一 武井寛 橋本淳一

第７回東北脊椎外科学会（仙台）

３７９）機能訓練による寝たきり高齢者の身体的機能訓練

武井寛 林雅弘 大島義彦 橋本淳一 井田英雄 佐本敏秋 佐藤政悦 鳥居伸行

第７０回日本整形外科学会学術集会（札幌）

３８０）改良型Luquerod（G-rod）を使用した頚椎後方固定の臨床成績

林雅弘 荻野利彦 伊藤友一 武井寛 橋本淳一 大島義彦

第１２回日本脊髄外科学会（大阪）

３８１）脊髄髄内腫瘍の手術経験

林雅弘 荻野利彦 伊藤友一 武井寛 橋本淳一 大島義彦

脊椎脊髄ジャーナル，１０飲：１０３５－１０４１，１９９７．

３８２）術中大出血の実践的対処法（分担執筆）

林雅弘 荻野利彦 伊藤友一 武井寛 橋本淳一 大島義彦

整形外科治療のコツと落とし穴－全身的問題－，山内康雄，小野村敏信，小林晶 編，
中山書店，pp１６－１７，１９９７．

３８３）高齢者健常肩の機能評価と加齢的変化

後藤康夫 村成幸 松田雅彦 桃井義敬 荻野利彦 大島義彦

第２４回日本肩関節学会（京都）

３８４）女性の運動歴と骨密度

林雅弘 伊藤友一 荻野利彦 大島義彦 中角祐治

第９０回東北整形災害外科学会（秋田）

３８５）胸髄損傷後の痙性麻痺患者に生じた腰椎側弯変形の１治験例

－くも膜下フェノール・ブロックの応用－

尾鷲和也 林雅弘 伊藤友一 大島義彦

臨床整形外科，３２咽：６８１－６８４，１９９７

３８６）環軸椎亜脱臼に対する後方固定術の治療経験

伊藤友一 林雅弘 大島義彦

日本脊髄外科学会機関誌，１１芋：１５１－１５８，１９９７．



３８７）脊髄髄内腫瘍の手術経験

林雅弘 荻野利彦 伊藤友一 武井寛 橋本淳一 大島義彦

脊椎脊髄ジャーナル，１０飲：１０３５－１０４１，１９９７．

３８８）乳児に発生した頚髄不全損傷を伴った軸椎歯突起骨折の一例

橋本淳一 斎藤聡 原田順二 林雅弘 大島義彦

東北整形災害外科紀要，４１茨：２６－２９，１９９７．

３８９）山形大学式頚椎管拡大術後MRIにおけるワイヤー・アーチファクトの検討

尾鷲和也 林雅弘 伊藤友一 大島義彦 横田実

東北整形災害外科紀要，４１芋：１８５－１８８，１９９７．

３９０）機能訓練による寝たきり高齢者の身体機能の増進

林雅弘 大島義彦 佐本敏秋 武井寛 橋本淳一 井田英雄 佐藤政悦 鳥居伸行

第７０回日本整形外科学会学術集会（札幌）

３９１）RA頚椎に対する頚椎椎弓形成術の治療経験 －第２報－

伊藤友一 林雅弘 荻野利彦 平本典利 大島義彦

第４７回東日本整形災害外科学会（秋田）

３９２）転移性脊椎腫瘍に対する手術的治療成績

林雅弘 伊藤友一 笹木勇人 橋本純一 荻野利彦 大島義彦

第４７回東日本整形災害外科学会（秋田）

３９３）寝たきり高齢者の身体機能に対する機能訓練の効果

林雅弘 伊藤友一 大島義彦 中角祐治 鳥居伸行

第３５回日本リハビリテーション医学会学術集会（弘前）

３９４）高齢者における腰・下肢痛の有病率 －疫学調査－

林雅弘 伊藤友一 大島義彦 中角祐治 鳥居伸行

第３５回日本リハビリテーション医学会学術集会（弘前）

３９５）骨密度と運動歴の関連

林雅弘 伊藤友一 荻野利彦 大島義彦 中角祐治 鳥居伸行

第３５回日本リハビリテーション医学会学術集会（弘前）

３９６）RAspineに対する頚椎椎弓形成術の治療経験 －第２報－

伊藤友一 荻野利彦 林雅弘 平本典利 大島義彦

東日本臨床整形外科学会誌，１１：６４－６８，１９９９．

－２９６－



－２９７－

３９７）頚部椎弓形成術の頚部痛 －外固定期間との関連－

林雅弘 小林真司 伊藤友一 大島義彦

第３７回日本リハビリテーション学会（東京）

３９８）当市における高齢者の膝痛、１０m歩行速度と骨密度調査

鳥居伸行 林雅弘 伊藤友一 大島義彦

第３７回日本リハビリテーション学会（東京）

３９９）交通事故に伴ういわゆる“むち打ち損傷”の中・長期予後調査

伊藤友一 大島義彦 平本典利 武田陽公

第３０回日本脊椎脊髄病学会（高知）

４００）地域からみた高齢者のリハビリテーションの需要に関する調査研究

塩飽仁 大島義彦

山形医学，１５茨：５５－６４，１９９７．

４０１）老人施設における高齢者の転倒状況のパターン分類の検証

沼沢さとみ 佐藤幸子 齋藤明子 井上京子 片桐智子 鈴木克彦 伊藤友一

内田勝雄 八木忍 大島義彦

山形保健医療研究，６：６３－６８，２００３．

４０２）Browsing「整形外科手術」

シネ，アトラス＆テキスト CD－ROM

Vol.２脊椎
四方實彦 伊藤友一 大島義彦 都築暢之他

南江堂，２００３年６月３０日

４０３）子どものスポーツ医学入門

大島義彦監修 NPOライフサポート協会著

山海堂，２００３年７月３０日
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教 員 の 個 人 調 書

（その１）

履 歴 書

山形県
本籍地又は
国 籍

男
大

オオ

島 義 彦

シマ ヨシ ヒコ

氏 名

フ リ ガ ナ

山形県山形市桜田西四丁目１－１４現 住 所昭和１６年１月２日（満５８才）生年月日（年齢）

学 歴

事 項年 月

新潟大学医学部卒業

新潟大学医学部附属病院にて実地修練（インターン）開始

医籍登録（第１９５６６１号）
医学博士の学位授与（新潟大学）

昭和４１年３月
昭和４１年４月
昭和４３年１月
昭和５５年１２月２５日

職 歴

事 項年 月

新潟大学医学部副手（昭和４５年３月まで）
新潟大学医学部附属病院医員（昭和４８年３月まで）
新潟大学医学部助手（整形外科学）（昭和５３年６月まで）
新潟大学医学部附属病院講師（整形外科）（昭和５４年６月まで）
山形大学医学部助教授（整形外科学）（平成８年３月まで）
山形大学医学部看護学科教授（地域看護学）（平成９年３月まで）
山形県立保健医療短期大学理学療法学科教授・学科長

山形県立保健医療大学教授・理学療法学科長

山形県立保健医療大学退職

昭和４３年１月
昭和４５年４月
昭和４８年４月
昭和５３年７月
昭和５４年７月
平成８年４月
平成９年４月
平成１２年４月
平成１５年３月

学 会 及 び 社 会 に おけ る 活 動 等

事 項年 月

日本整形外科学会会員（現在に至る）

東日本臨床整形外科学会会員（現在に至る）

東北整形災害外科学会会員（現在に至る）

日本整形外科学会評議員（現在に至る）

労災基金審査委員（昭和５４年３月まで）
新潟県技能検定委員（昭和５３年３月まで）
日本整形外科学会定款等検討委員会委員（昭和５４年３月まで）
日本電々公社業務災害認定委員（昭和５４年３月まで）
日本整形外科学会卒後臨床教育委員会委員（現在に至る）

昭和４２年５月
昭和４２年５月
昭和４２年５月
昭和４６年４月
昭和５０年４月
昭和５２年４月
昭和５２年４月
昭和５２年４月
昭和５４年４月



－２９９－

山形県肢体不自由児総合療育訓練センター開設準備委員（昭和５６年３月まで）
日本整形外科学会認定医制度委員会委員（昭和５８年３月まで）
日本整形外科学会認定医（現在に至る）

山形県アイスホッケー連盟副会長（現在に至る）

庄内地域県立病院設計調査専門部会委員（平成元年３月まで）
山形スポーツ医科学研究所副所長（現在に至る）

日本体育協会公認スポーツドクター（現在に至る）

日本脊椎外科学会会員（現在に至る）

日本体力医学会会員（現在に至る）

東北脊椎外科研究会幹事（現在に至る）

第３回トレーニング科学研究会副会頭
日本リハビリテーション医学会会員（現在に至る）

山形県スポーツリーダー

日本整形外科学会認定医試験問題作成選定委員（現在に至る）

高齢者医療研究センター（仮称）整備基本構想・基本計画検討委員会委員

第４回東北脊椎外科研究会主催（評議員）
社団法人山形県スポーツ振興２１世紀協会理事（現在に至る）
財団法人山形県体育協会医科学委員会委員（現在に至る）

昭和５５年４月
昭和５５年４月
昭和５７年４月
昭和６２年１０月
昭和６３年４月
昭和６３年４月
昭和６３年８月
平成元年４月
平成元年８月
平成２年４月
平成３年１月
平成３年１０月
平成４年４月
平成５年４月
平成５年４月
平成６年１月
平成１０年２月
平成１１年６月
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（その２）

教 育 研 究 業 績 書
平成１１年７月６日

氏名 大 島 義 彦

概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

腕神経叢、胸郭出口部の解剖、整理、外傷、
圧迫、変性、腫瘍などによる障害の診断技
術を詳述。pp．２２８－２４１（分担執筆）
（辻 陽雄、高橋栄明 編）

金原出版昭和５７年共 著
（著 書）
１．腕神経叢と胸郭出
口の検査：整形外科
診断学

腰痛を来す腫瘍性疾患の診断法と治療学。
pp．２４１－２５１（分担執筆）
（蓮江光男、鈴木勝己、山内裕雄 編）

金原出版昭和５８年共 著２．腰椎部腫瘍：腰痛

脊椎脊髄外傷のバイオメカニクス、初期治
療、診断治療の進め方を詳述。
pp．２８１－３３０（分担執筆）
（渡辺好博、中沢省三、小林国男 編）

南山堂昭和６３年共 著３．脊椎、脊髄外傷：
外傷の救急医療

頚肩腕症候群の分類と診断法、治療法を述
べた。pp．５８１－５８２（分担執筆）
（日野原重明、阿部正和 監修）

医学書院平成３年共 著４．頚肩腕症候群：
１９９１今日の治療方針

中・高年の体力増進についての意義、評価
方法を記述。pp．１７８－１８５（分担執筆）
（ヒューマンスポーツ研究会 編集）

中央法規出版平成３年共 著５．中・高年のスポー
ツと健康：HUMAN
SPORTSSIENCE

上位頚髄腫瘍に特徴的な症候の発現機序と
診断法を詳述。３３７pp．４－７（分担執筆）
（井上哲郎、桜井 実、杉岡洋一、蓮江光
男、廣谷速人、室田景久、大畠 壌、藤
野豊美、牧野惟男 編集）

六法出版平成３年共 著６．上位頚髄腫瘍：整
形・形成外科診療
QUESTION&

ANSWERS

頚肩腕症候群の概念を整理して、診断基準
を提唱。慢性疲労症候群が本症候群と同じ
ものである旨の仮説を提唱。
（分担執筆）

金原出版平成５年共 著７．頚肩腕症候群の保
存療法－疾患概念の
整理及び発症機序に
基づく分類と治療
－：整形外科Mook

頚椎部に発生する腫瘍性疾患の診断治療の
ポイントを検討。（分担執筆）
（辻 陽雄 編）

医学書院平成１０年共 著８．頚椎部の腫瘍：今
日の整形外科治療指
針

整形外科全般にわたり最新の治療法、特に
保存治療、手術治療の使い分けについて焦
点を絞った、研修医対象の教科書。大島は
編者であると共に、脊椎脊髄領域を担当。
（渡邊好博、松原 統、大島義彦監修）

廣川書店印 刷 中共 著９．整形外科の治療
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概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

変容してきた骨関節結核の臨床像の報告と
骨腫瘍、非特異性炎症との鑑別。
１１pp．９６－１０５
菊井英進、馬場義冶、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和４３年共 著
（学術論文）
１．診断上問題になっ
た足部骨病巣の４例

極めて稀な腎孟移行上皮癌の脊椎移転の移
転経路の検討
２０pp．４４７－４４９
菊井英進、馬場義治、大島義彦

整形外科昭和４３年共 著２．脊椎転移を主症状
とした腎孟移行上皮
癌の１剖検例

Clomustumorの疼痛発生機序の神経組織
学的検討。
１２pp．２３８－２４３
大島義彦、菊井英進、馬場義治

東北整形災害
外科紀要

昭和４４年共 著３．Clomustumorの
４例

関節に起因する肘の屈曲位拘縮を原因疾患
別に、その治療法を検討した。
１３pp．６－９
菊井栄進、馬場義治、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和４４年共 著４．肘の関節性屈曲位
拘縮の治療経験

稀な骨系統疾患の１症例報告
１２pp．２３１－２３４
菊井英進、馬場義治、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和４４年共 著５．多発性血管腫を伴
える多発性軟骨腫
（MuffucciSyndrome）
の１例

反射性交感神経性萎縮の一病型である肩手
症候群の難治例に対する治療上の工夫を報
告。
２０pp．５４－５９
菊井英進、馬場義治、大島義彦

整形外科昭和４４年共 著６．難治であった肩手
症候群の１例

稀な骨系統疾患であるdisplasia
epiphysialismultiplexの同胞発生例の報
告。
１３pp．２７６－２８４

東北整形災害
外科紀要

昭和４５年単 著７．兄弟にみられた
displasiaepiphysialis
multiplex

痙直性斜頸８例の非観血的治療成績と本症
に対する観血的治療法との比較検討。
２３pp．５８１－５８８
斎藤英彦、大島義彦、前田富士雄、
菊井英進

整形外科昭和４７年共 著８．痙性斜頸の治療に
おける心理的アプ
ローチの重要性

本邦では導入されていない国外のテニス肘
に対する新術式の手術成績の報告とテニス
肘の発症原因の解剖学的研究
２３pp．８４８－８４５
大島義彦、斎藤英彦、前田富士雄、
大湊八郎

整形外科昭和４７年共 著９．いわゆるテニス肘
に対する短橈側手根
筋腱延長術の成績と
検討
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概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

本邦では報告のないテニス肘に対する短橈
側手根伸筋腱延長術の手術術式の紹介と、
自験例の手術成績の報告。
２７pp．１２－１６
大島義彦、斎藤英彦、前田富士雄、
大湊八郎

手術昭和４８年共 著１０．テニス肘
（epicondylitis
humerilaterralis）
の手術

中学生、高校生１，０３５名の腰椎Ｘ線像の調
査により腰仙椎部奇形と脊椎分離症の合併
頻度が有意に高いことを報告。
１７pp．３０６－３１０
金子二司夫、皆川弘義、大島義彦、
胡 顕宗、東條 猛

東北整形災害
外科紀要

昭和４９年共 著１１．腰仙椎部奇形と脊
椎分離症の関連につ
いての検討

全国的に多発をみた注射による大腿四頭筋
短縮症の新潟県内の検診結果の報告と治療
法に関する考察。
１１pp．１－５
田島達也、大島義彦

新潟県医師会
報

昭和５０年共 著１２．大腿四頭筋拘（ま
たは短）縮症－県下
における実態調査と
関連して－

脊椎facetinterlockingの治療法として一
般的でない従手整復術の治療成績と、その
適応に関する検討。
１８pp．２６５－２７１
渡辺一郎、蛯谷 勉、皆川弘義、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和５０年共 著１３．脊椎
facetinterlockingPQ
症例の治療経験

本邦報告１０症例めの発症から剖検まで観察
し得た免疫不全症小児慢性肉芽腫症の臨床
病理学的報告。
１９pp．２４５－２５２
東條 猛、村沢 章、大島義彦、渡辺一郎

東北整形災害
外科紀要

昭和５１年共 著１４．骨髄炎を多発した
小児慢性肉芽腫症

（chronic
granulomatous
disease）の長期観察
例

脊椎分離症発生機序の研究の一環として、
胎児３４例、幼児学童５９２名の椎弓の骨化進
展状況を調査。腰仙椎部の椎弓は中学生の
後半まで骨化が終了せず、これまでに機械
的ストレスが過大になると椎弓の形成不
全、脊椎分離症が発生することを示唆した。
１９pp．３３２－３３９
金子二司夫、大島義彦、蛯谷 勉、渡辺一
郎、藤田鉄雄、秋本 毅

東北整形災害
外科紀要

昭和５１年共 著１５．腰仙椎部椎弓の骨
化進展過程と脊椎分
離症発生との関連に
ついての検討

小児慢性肉芽腫症の報告と文献的、免疫学
的、病理学的検討。
１１pp．８６－９１
東條 猛、村沢 章、大島義彦、渡辺一郎

臨床整形外科昭和５１年共 著１６．骨髄炎を多発した
小児慢性肉芽腫症

（chronic
granulomatous
disease）の長期観察
例
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頚部脊髄症２５例に対するskulltraction治
療成績を報告し、治療適応と頚部脊髄症の
発症要因における動的因子の関与を明らか
にした。
２０pp．１８１－１８４
児島 充、大島義彦、渡辺一郎、皆川弘義

東北整形災害
外科紀要

昭和５２年共 著１７．頭部脊髄症に対す
るskulltractionの
治療経験

頚部脊髄症性脊髄症の臨床像の分析と分類
及びこれに対応した治療成績の報告。
２０pp．１８５－１８７
金子二司夫、大島義彦、蛯谷 勉、渡辺一
郎、東條 猛、児島 充、本間隆夫、
安川敬一郎

東北整形災害
外科紀要

昭和５２年共 著１８．頭部脊髄症の臨床
像と治療成績

雑種成犬２７頭の脊髄亜急性圧迫後の脊髄麻
痺の可逆性を病理学的、電気生理学的に検
討。誘発脊髄波の振幅の低下が１/２までは、
脊髄機能は可逆的であることを報告し臨床
応用への道を開いた。
１０２pp．８７１－８７４
安川敬一郎、高橋栄明、大島義彦、
蛯谷 勉

医学のあゆみ昭和５２年共 著１９．誘発脊髄電位によ
る機械的障害時の脊
髄機能の可逆的判定
について

狭窄性腱鞘炎に対し、二重盲検法を用いて
の副腎エキス軟膏の治療効果を検討し、本
剤の効果が有意に高いことを報告。
１１pp．１７９－
斎藤英彦、大島義彦

基礎と臨床昭和５２年共 著２０．二重盲検法による
Mobirat軟膏の上肢
腱鞘炎に対する効果
の検討

２８歳男のspinalganglinに発生した砂時計
腫が多発性骨転移をおこし死亡、剖検。組
織学的にprimitiveneuroectodermal
tumorで、これの経代培養に成功（Nagai
line）。ロゼット形成とカテコールアミン
物質の分泌を証明。
２９pp．２８９－３０１
ShinobuIshikawa,YoshihikoOhshima,
YoshihikoSuzuki,SoichiOboshi

Acta Path
Jap

昭和５６年共 著２１．PRIMITIVE
NEUROECTODE-
RMAL TUMOR
(NEUROEPITHEL-
OMA)OFSPINAL
NERVEROOT

潜在性脊椎被裂の稀な一病型の検査手術所
見報告。
２４
朝比奈一三、渡辺好博、大島義彦、
佐本敏秋

東北整形災害
外科紀要

昭和５６年共 著２２．背部皮膚臍状陥凹
を主訴とした脊椎被
裂症例の手術経験

手術的治療効果はほとんどないとされてい
る馬尾を巻き込んだpostinfections
arachnoiditisに対して、高倍率鏡視下の
microdissection遊離脂肪移植術を行い、

東北整形災害
外科紀要

昭和５６年共 著２３．馬 尾 神 経 部 の
post infections
arachnoiditisの
１手術経験
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多少の症状の改善を試みた旨の報告。
２４pp．２４５－２５２
大島義彦、須田昭男、佐本敏秋、浜崎 允

学位論文：脊椎腫瘍の症候学に「進行度」の概念
を設定、検証した他、for侃menmagunun
tumoに診断上有用な症候を「時計回り型麻
痺」と命名。
２４pp．８８５－８９５８

整形災害外科昭和５６年単 著２４．脊椎腫瘍１５０症例
の症候学的及び診断
学的検討

非ステロイド性抗炎症性鎮痛剤、トルフェ
ナム酸の抗炎症性鎮痛効果を１００症変形性
関節症に対し、二重盲検試験を行いコント
ロールとして設定したインドメサシンと較
べ、有意差ない旨報告。
１５pp．４９３－５３３
井村正昭、古賀良生、中野正春、間淵公一
郎、堂前洋一郎、大島義彦、田島達也

基礎と臨床昭和５６年共 著２５．変形性膝関節症に
対するGEA６４１４の二
重盲検法による臨床
試験

腰痛をきたす腰椎部、脊椎、脊椎腫瘍の症
候学、診断学、治療学の最新の進歩の総説。
２５pp．１９８３－１９９３

整形災害外科昭和５７年単 著２６．腰痛と腰椎部腫瘍

難治である骨関節感染症の効果的治療を検
討するために、cafmetazoleの静注後の骨
皮質、骨髄での濃度を骨手術例１６例の経時
的に測定するとともに、骨髄炎１６例､化膿
性関節炎５例に対する臨床効果を検討。
１７pp．１００８－１００９
井川 譲、林 雅弘、高柳 誠、浜崎 允、
佐本敏秋、須田昭男、渡辺好博、大島義彦

臨床整形外科昭和５７年共 著２７．Cafamycin系抗生
物質の骨皮膚及び骨
髄内への移行濃度に
ついて

Cefmetazole静脈注射後、一定時間後の血
液皮質骨、海綿体の濃度分析を測定。
２６pp．５－８
井川 譲、高柳 誠、浜崎 允、須田昭男、
大島義彦、渡辺好博

東北整形災害
外科紀要

昭和５８年共 著２８．Cefmetazoleの骨
組織内の移行動態

非定型的第４腰椎椎弓骨折のバイオメカニ
クスの検討。
２６pp．９９－１０２
友岡和彦、大島義彦、太田吉雄、佐藤政悦、
根元忠信

東北整形災害
外科紀要

昭和５８年共 著２９．非定型的第４腰椎
椎弓骨折の１例

非ステロイド性消炎鎮痛剤スリンダクの単
純臨床治療報告。
３pp．８２－８７
三浦競郎、渡辺好博、横田 実、所沢 徹、
大島義彦

Progressin
Medicin

昭和５８年共 著３０．変形性膝関節症に
対するクリノリン錠
の治療効果
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悪性脊髄髄内腫瘍に対する腫瘍を含めた、
脊髄切断摘出術の治療経験の報告。

２７pp．９８－１００
山原慎一、大島義彦、佐本敏秋、友岡和彦、

小野勝男、比佐成夫

東北整形災害
外科紀要

昭和５９年共 著３１．SpinalCordectomy
を施行した髄内悪性
腫瘍の２例

業者が考案した頚部背柱管拡大術の新術式
の紹介と、成績。
２７pp．１１４－１１７
友岡和彦、大島義彦、佐本敏秋､太田吉雄、
朝比奈一三、佐藤政悦、山原慎一

東北整形災害
外科紀要

昭和５９年共 著３２．多発性頚椎症に対
する脊椎管拡大術の
経験

難治性の照射による腕神経麻痺に対する腕
神経叢剥離術の治療成績の報告の手術経
験。
２７pp．１８９－１９１
高柳 誠、渡辺好博、大島義彦、佐本敏秋、
村田紳悦、鈴木 聡

東北整形災害
外科紀要

昭和５９年共 著３３．乳癌手術後放射線
照射により腕神経叢
麻痺を生じた例の手
術経験

Rodを用いたsegmetalsublaminarwiring
法による脊椎固定術の治療経験の報告。
２７pp．２０２－２０４
山崎幸雄、大畠 信、大島義彦、浜崎 允、
横田 実、佐本敏秋

東北整形災害
外科紀要

昭和５９年共 著３４．SegmentalWiring
法による脊椎固定術
を施行した３症例の
検討

特異な産業災害であるさくらんぼ収穫作業
に伴う外傷の発生数、分類、災害発生要因
の分析と予防法の提言。
２８pp．５６－６２
佐藤政悦、大島義彦、山崎幸雄、大畠 信

東北整形災害
外科紀要

昭和５９年共 著３５．さくらんぼ収穫作
業で発生した外傷の
考察

Kaschin-Beck病の検査所見治療結果の詳
細な報告。
２８pp．１６７－１７０
折居和夫、山崎幸雄、土田浩之、森 倫夫、
朝比奈一三、浜崎 允、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和５８年共 著３６．中国黒竜江省から
の帰国者に見られた
Kaschin-Beck病 と
考えられた２症例

脊髄腫瘍摘出術において旧来の椎弓切除に
代わる方法として椎弓形成法の手術成績を
報告。
２８pp．１９９－２０１
太田吉雄、小林 勝、斎藤 聡、石井淳二、
佐本敏秋、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和５９年共 著３７．椎弓形成的脊髄腫
瘍摘出術後の経験

肘の離断性骨軟骨炎とPanner病の報告と
異同に関する考察。
４pp．５５
朝比奈一三、渡辺好博、大島義彦、
結城正明、湊 純

整形外科ス
ポーツ医学会
誌

昭和６０年共 著３８．スポーツにより発
生した離断性骨軟骨
炎とPanner病



－３０６－

概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

第１～３次救急を扱う救急告示病院におけ
る多発外傷の分類と、診断、治療の進め方
の実践的手法の検討。
２８pp．１４１－１５２
斉藤英彦、大島義彦

整形災害外科昭和６０年共 著３９．多発外傷患者に対
する整形外科的プラ
イマリ・ケアの経験

非定型的髄膜腫の症例報告。
３０pp．２６０－
鳥居信行、小林 勝、山原慎一、宮川修一、
矢島美穂子、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和６１年共 著４０．単純Ｘ線上石灰像
を示した頚部脊髄腫
瘍（髄膜腫）

脊椎外傷の初期治療、手術治療、予後、後
療法の総説。
８pp．２３－２７

セラピスト昭和６２年単 著４１．脊椎外傷について

脊髄髄内の原発性悪性腫瘍に対し、未だ報
告のない腫瘍を含めた脊髄切除術を施行。
一卵性双生児の片方に発生した、小児
germinomaは術後腫瘍マーカーの正常化、
的早熟の改善をみているが、malignant
astrocytomaの１例は脳移転で死亡、他の
１例は経過観察中と報告。
３１pp．２２５－２２８
吉岡信弥、大島義彦、佐本敏秋、山崎幸雄、
富樫耕司、友岡和彦、山原慎一、林 雅弘、
横田 実

東北整形災害
外科紀要

昭和６３年共 著４２．Spinalcordetomy
を施行した原発性悪
性脊髄内腫瘍の３例

現在の標準的治療法である頚椎脱臼に対す
る頭蓋牽引整復法により、脊髄麻痺の悪化
をみた旨を報告し、本治療法が必ずしも安
全でないことを指摘。
３１pp．２６５－２６７
石井淳二、小林 勝、山原慎一、佐藤信行、
大島義彦

東北整形災害
外科紀要

昭和６３年共 著４３．頚椎脱臼整復後に
脊髄麻痺の変化（完
全型）を来した１例

麻痺を伴わない頚椎脱臼骨折例が受傷後１２
時間で、片麻痺を発症した。検査の結果、
骨折部で椎弓動脈損傷を合併し、その部に
できた血栓がはずれ脳の梗塞を来したと判
明、迅速な抗凝固療法で症状が軽快した極
めて稀な症例の報告。
３２pp．２３５－２３８
横田 実、大島義彦、佐本敏秋、林 雅弘、
浜崎 允、平本典利

東北整形災害
外科紀要

昭和６３年共 著４４．頚椎外傷後に脳幹
部梗塞を来した１例

RASpine３０例の手術後の術後経過を検討
頚椎の部分的固定術後、新たな不安定性の
発生が少なからずみられ、全頚椎固定術が
制動効果を期待できる脊柱管拡大術が有効

東北整形災害
外科紀要

平成元年共 著４５．RASpineに対する
手術例３０例の検討
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であることを示した。
３３pp．３６６－３７０
伊藤友一、大島義彦、佐本敏秋、林 雅弘、
太田吉雄、佐藤 浩、平本典利、横田 実、
佐藤信彦

中・下位頚椎の外傷性脱臼、骨折に対する
初期治療、各種治療法の中で実践的な治療
体系を組み概説とした。
１０pp．７９－８２

Orthopacdics平成元年共 著４６．中・下位頚椎の外
傷性脱臼（骨折）整
復術

後頭骨、骨軸椎間固定術の新しい術式を開
発し、５例の好成績を報告。
１pp．２－５
横田 実、大島義彦、佐本敏秋、林 雅弘、
佐藤 浩、平本典利

東日本臨床会
誌

平成元年共 著４７．McGraw法を応用
した後頭骨軸椎間固
定術の試み

経験的に伝えられている、ウォーミング・
アップの外傷予防効果を２０名の高校生、大
学生の電気生理学的検査をウォーミング・
アップの前後に施行し、反応時間の短縮を
示し、これが中枢神経レベルでの情報処理
過程の促進効果とした。
pp．１８－２１
中角祐治、多田利信、長岡信一、大島義彦、
大貫義人

第１４回運動療
法研究会講演
論文集

平成元年共 著４８．ウォーミング・
アップの電気生理学
的検討

著者らは本邦で最多の転移性脊椎腫瘍の手
術例を報告してきたが、これらの経験から
導かれた手術適応、術式の選択について提
案したもの。
３pp．２９１－２９９
林 雅弘、大島義彦

脊椎脊髄
ジャーナル

平成２年共 著４９．転移性脊椎腫瘍の
手術適応と術式の選
択

HTL,V-1感染による脊髄麻痺を呈した稀
な症例の診断学的検討。
３４pp．１８－２１
林 雅弘、大島義彦、横田 実、伊藤友一、
石川 朗、浜崎 允

東北整形災害
外科紀要

平成２年共 著５０．HTL,V-1associated
myelopathy（HAM）
の２症例

頚椎後方除圧に伴ってみられる一過性の神
経障害の発生状況が著者が創始した脊柱管
拡大術では４％にみられ、諸家の報告と同
様であった旨を報告。
３４pp．３７７－３８０
横田 実、大島義彦、佐本敏秋、太田吉雄、
佐藤 浩、林 雅弘、平本典利、森 倫夫、
伊藤友一

東北整形災害
外科紀要

平成２年共 著５１．頚部脊柱管拡大術
後に生じた神経根性
麻痺の検討
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昭和６３年度蔵王スキー場で発生した肩関節
周囲外傷の疫学的調査の結果、２４７例、全ス
キー外傷の１６．５％を占めた。肩関節脱臼
は急斜面で、鎖骨骨折、肩鎖関節脱臼は緩
斜面での発生が多かった。
７pp．５２－５５
伊藤友一、渡辺好博、大島義彦、山本博司、
佐本敏秋、後藤康夫、結城正明

臨床スポーツ
医学

平成２年共 著５２．蔵王スキー場にお
ける肩関節周囲外傷
－肩関節脱臼、鎖骨
骨折などの発生要因
について－

転移癌患者の生命予後の本格的研究は殆ど
みられないが、本稿では転移性脊椎腫瘍に
対する手術治療を行った１００例、保存療法
を行った８９例の予後調査の結果、乳癌では
重要臓器への転移のないもの、肺癌でも骨
硬化像を示すものは予後が良好で手術の有
無では差がなかった。
４４pp．１１５５－１１５９
伊藤友一、大島義彦、佐本敏秋、佐藤 浩、
林 雅弘、平本典利

手術平成２年共 著５３．転移性脊椎腫瘍の
生命予後

蔵王スキー場の１シーズンにおけるスキー
外傷の疫学調査、分類、受傷機転の分析。
９pp．１７３－１７７
結城正明、渡辺好博、大島義彦、山本博司、
浜崎 允、佐本敏秋、伊藤友一

日本整形外科
スポーツ医学
会誌

平成２年共 著５４．１９８８年度、蔵王ス
キー場において発生
したスキー外傷の分
析

蔵王スキー場における１シーズンに発生し
たスキーヤーの疾患、外傷の疫学、分類の
報告。
２pp．１７－５１
大島義彦、山本博司、結城正明

蔵王診療所・
山形スポーツ
医科学研究所
所報

平成２年共 著５５．平成元年度スキー
診療報告書

新潟大学における転移性脊椎腫瘍５０例の手
術治療の結果、麻痺の実用的改善は不全麻
痺で８６％、完全麻痺で４１％に得られ術後生
存期間は麻痺改善群で平均１７ヵ月、非改善
群で平均３．４ヵ月で、これらの麻痺改善維
持期間は術後生存期間の７５％を占めてい
た。
４２pp．１９９１－１９９９
内山政二、本間隆夫、中村敬彦、高橋栄明、
大島義彦

整形外科平成３年共 著５６．転移性脊椎腫瘍に
対する対麻痺に対す
る手術的治療

スポーツ活動におけるスポーツ医科学の意
義と山形県の現況調査報告。
２３pp．４６－４９
大貫義人、大島義彦

健康と体力平成３年共 著５７．山形県におけるス
ポーツ活動への医学
的取り組み



－３０９－

概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

著者の考案によるLuqueRodにら線型の
溝を掘ったG-Rodの開発意義、強度試験臨
床応用結果の報告。
２０pp．４５－４９
林 雅弘、大島義彦、佐本敏秋、佐藤 浩、
横田 実、富樫耕司、伊藤友一、長島太郎

別冊整形外科平成３年共 著５８．改善型Luque
instrumentationの
開発と臨床応用

著者が創始した頚部脊椎拡大術の手術術式
の解説紹介。
４pp．５７７－５８３
大島義彦、佐藤 浩、林 雅弘、横田 実、
平本典利

脊椎脊髄
ジャーナル

平成３年共 著５９．脊柱管拡大術－片
側侵入、有茎棘突起
形成方開き法－

稀な骨系統疾患を有する膝関節遊離体手術
例の臨床的、病理的、病理学的検討。
３５pp．１０５－１０８
武井 寛、高木信博、佐藤政悦、大島義彦

東北整形災害
外科紀要

平成３年共 著６０．成人脛骨に発症し
たdysplasia
epiphysealis
hemimelicaの１例

反射性交換性萎縮、帯状疱疹例の難治性下
肢疼痛に対し、後根切除を施行しても疼痛
の改善が僅かであった旨を報告。
３５pp．２１５－２１７
佐藤信幸、大島義彦、斉藤 聡、原田順二

東北整形災害
外科紀要

平成３年共 著６１．難治性の下肢限局
性疼痛に対し腰椎神
経後根切除術を施行
した２症例の経験

脊髄の前方からの圧迫性病変は、前方侵入
で除圧する従来の方式に代わり後方からの
術式を提唱。
３５pp．２５６－２５９
長島太郎、大島義彦、林 雅弘、森 倫夫、
尾鷲和也

東北整形災害
外科紀要

平成３年共 著６２．転移性脊椎腫瘍に
対する後方侵入前方
除圧術の経験

後頭～環軸の不安定性に対するwiring固
定法の経験を検討し、その中でMagerl法が
最良であり脊柱管狭窄例に対しては、著者
が創始した山形大式拡大術と併用すべきと
提唱。
３５pp．３６２－３６５
伊藤友一、大島義彦、佐藤 浩、林 雅弘、
平本典利、横田 実、森 倫夫、佐藤信彦、
長島太郎、尾鷲和也

東北整形災害
外科紀要

平成３年共 著６３．上位頚椎不安定性
に対するWiring固定
法の検討

胸椎黄色靭帯骨症の椎弓切除術後の脊柱変
形の発生状況を報告。
３pp．５１７－５１９
富樫耕二、大島義彦、林 雅弘、横田 実、
平本典利、伊藤友一、佐藤 浩

東日本臨床整
形外科学会雑
誌

平成３年共 著６４．胸椎黄色靭帯骨症
の手術例の検討

術後の脊髄神経根癒着防止のために遊離移
植した脂肪が術後肥大し、脊髄の再圧迫を

東北整形災害
外科紀要

平成４年共 著６５．硬膜外腔に移植し
た遊離脂肪が脊髄圧
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生じた症例の経過を報告。この種の報告は
他にみられない。
３６pp．１０９－１１２
林 雅弘、大島義彦、太田吉雄、伊藤友一、
武井 寛、横田 実

迫を起こした１例

自発呼吸が困難な第２頚椎脱臼骨折による
頚髄損傷例に施行した横隔膜ベーシングの
成功例の報告。
２７pp．１０２７－１０３０
武井 寛、高木信博、笹木勇人、星 新一、
永井博子、尾鷲和也、大島義彦

臨床整形外科平成４年共 著６６．外傷性脊髄損傷患
者に対する横隔膜
ベーシングの経験

過熱した学童のスポーツ障害の多くの部分
を占める腰の障害の本県における発生状況
と治療結果を報告。
別冊４９９pp．２２－２６
林 雅弘、大島義彦、渡辺好博

山形県医師会
誌

平成５年共 著６７．学童生徒の腰痛症
－過去３年間

の経験－

悪性腫瘍の脊椎転移例に対して行った１１３
例１２７手術の痛みに関する治療成績の検討
を報告。
２８pp．２８５－２６５
長島太郎、大島義彦、太田吉雄、佐藤 浩、
林 雅弘、横田 実、平本典利、森 倫夫、
伊藤友一、尾鷲和也、武井 寛

臨床整形外科平成５年共 著６８．転移性脊椎腫瘍に
対する手術療法の除
痛効果

転移性脊椎腫瘍の痛みに関する治療効果の
判定に独自にペインスケールを設定し、こ
れに基づき治療成績評価を提案した。
１４pp．２５９－２６５
長島太郎、大島義彦、太田吉雄、佐藤 浩、
林 雅弘、横田 実、平本典利、森 倫夫、
伊藤友一、尾鷲和也、武井 寛

ペ イン クリ
ニック

平成５年共 著６９．転移性脊椎腫瘍の
痛みと治療による除
痛効果の評価

直径５亜程度の脊髄髄内腫瘍の臨床的特徴
診断法、治療法を検討。
７pp．４６－５１
三井公彦、田中千彦、橘 慈国、矢田賢三、
林 雅弘、大島義彦、望月真人、守屋秀繁

脊髄外科平成５年共 著７０．小さな髄内腫瘍
－診断及び治療上の
問題点－

蔵王スキー場における４年間のスキーによ
る開放創８４５例の好発部位、発生原因を調
査し、予防法を提言。
３pp．７６－８１
天野秀久、大島義彦、結城正明、後藤康夫、
大畠 信、大類 広、土田浩之、渡辺好博

日本スキー学
会誌

平成５年共 著７１．蔵王スキー場にお
けるスキー開放創の
実態調査とその予防
対策の検討
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蔵王スキー場における最近４年間のスキー
外傷全般の臨床的、疫学的報告。疫学的に
正確なスキー外傷の報告は、他に例をみない。
３pp．８２－８６
平上 健、大島義彦、結城正明、大畠 信、
後藤康夫、土田浩之、渡辺好博

日本スキー学
会誌

平成５年共 著７２．蔵王スキー場にお
ける最近４年間のス
キー外傷実態調査

スキー場では内科的疾患が多発する実態は
全く報告がない。その臨床的特徴と治療の
あり方を報告。
３pp．８８－９２
松本達也、大島義彦、結城正明、大畠 信、
後藤康夫、土田浩之、渡辺好博

日本スキー学
会誌

平成５年共 著７３．スキー場における
有床診療所の役割
－蔵王診療所の３年
間の診療結果から－

著者が創始した術式を頚髄・上位胸髄腫瘍
摘出術に応用し好結果を得た報告。
３６pp．１２２７－１２３４
武井 寛、大島義彦、林 雅弘、佐藤 浩、
横田 実、高木信博

整形災害外科平成５年共 著７４．頚髄・上位胸髄腫
瘍に対する山形大学
式脊柱管拡大術の応
用

MRI，Ｔ２信号強度の異常は、頚髄症の手
術治療成績を反映する旨の報告に対し、著
者の結果をもとに反論。
２８pp．１２２１－１２２７
伊藤友一、大島義彦、太田吉雄、佐藤 浩、
林 雅弘、平本典利、横田 実、佐藤信彦、
長島太郎、武井 寛

臨床整形外科平成５年共 著７５．頚髄症術前後成績
によるMRI信号変化
の検討－特にＴ２信
号変化について－

骨粗鬆症を基盤とした脊椎単純圧迫骨折が
その後不安全型の破壊骨折に進行して脊髄
症状を呈する例を報告し、著者が考案した
G-rodを用いた手術成績が優れている旨を
述べた。
pp．２３５－２３８
有井陽之介、大島義彦、林 雅弘、太田吉
雄、伊藤友一、武井 寛、佐藤 浩、平本
典利、横田 実、森 倫夫、長島太郎

東日本臨床整
形外科学会５

平成５年共 著７６．骨粗鬆症を基盤と
した脊髄圧迫骨折後
の遅発性脊髄麻痺に
対する手術治療経験

人間の骨格筋の筋タイプを組織化学、構造
タンパクの分析から検討し、傍脊柱筋のタ
イプ構造を報告し、その働き、訓練法を述
べた。
pp．２３－２７
伊藤友一、渡辺好博、大島義彦、林 雅弘、
鈴木康夫、梅津和夫

山形整形外科
研究会会誌５

平成５年共 著７７．ヒト筋肉のタイプ
分類

筋伸展反射（musclestretchreflex）の評
価法、表示法に関しては、日常診療で簡便
に用いることが出来る徒手筋力測定法のよ

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著７８．筋伸展反射の評価
法・表示法に関する
検討
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うな、確立された方法はない。そこで筋伸
展反射の６段階の評価・表示基準を設定し、
神経学、脊椎外科学の専門家２２名とこれに
関する３０分の教育を施した医学生、新人医
師２５名に対して同一患者の筋伸展反射の評
価を行って貰った。専門家の可成りの一致
を見たが、医学生、新人医師の評価は十分
には満足できるものではなかった。
p．２－１８
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘・伊藤友
一・武井 寛・中角祐治

腰・下肢痛を訴え医療機関を受診した４０歳
以上の女性２０９人に対し、生活歴などの問
診結果および単純Ｘ線像（第１１胸椎から仙
椎までの正面像、側面像）を分析した。対
象例２０９人の年齢は４０～８７歳平均６４．３歳で
あった。定期的に運動を生活に取り入れて
いる女性は約２０％で、６０～７０歳代に多く、
１週あたりの平均運動時間は２．８７時間であ
る。過去６ヵ月間の平均生活活動強度は老
年群（７０～８７歳）では、壮年（４０～５４歳）、
熟年群（５５～６９歳）に比べて大きく低下し、
過去６ヵ月間の平均生活活動強度が高い例
に骨粗鬆度が軽度であった。４０～６９歳で
は、青年壮年期の平均生活活動度が高い例
は骨粗鬆度が軽度であった。
p．１９－２６
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘・伊藤友
一・武井 寛・松木宏史・橋本妙子・中角
祐治・宮下 智・毛利光宏・大森 圭

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著７９．日常生活活動強度
と脊椎骨粗鬆症の関
連について

食生活と骨粗鬆症の関連を検討するため
に、腰・下肢痛を訴え医療機関を受診した
２０９人の女性に対し、食生活歴などの問診
結果および単純Ｘ線像を分析した。対象例
の年齢は４０～８７歳、平均６４．３歳であった。
ダイエット経験の有無、成長期の牛乳や
ヨーグルトの摂取、調査時の酒、牛乳、緑
黄色野菜、豆腐・豆類、チーズ・ヨーグル
ト、肉類、小魚まるごと、魚などの摂取度
と慈大式評価基準による脊椎骨粗鬆症との
間の関連を検討したが、これらすべてに統
計的有意差は見られなかった。
p．２７－３５
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘・伊藤友
一・武井 寛・松木宏史・橋本妙子・中角
祐治・宮下 智・毛利光宏

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著８０．食生活と脊椎骨粗
鬆症の関連について
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急性期脳血管障害患者の精神機能評価につ
いて、意識障害、通過症候群、知能水準と
しての評価法について概観し、理学療法士
の視点から一症例を紹介し検討した。患者
は、脳外科手術直後で、臨床上軽度意識障
害および前頭葉症候群を呈し、経過観察す
るための尺度としてMMSや立方体模写課
題が適当と思われた。理学療法士が運動療
法を実施するにあたって、適切な課題水準
を設定するために、精神機能を把握する必
要があると思われる。p．３６－４８
共同執筆者 毛利光宏・宮下 智
大森 圭・大島義彦・中角祐治

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著８１．急性期脳血管障害
の精神機能評価につ
いて
－概観と症例報告－

８９例の顔面神経麻痺患者の回復過程につい
て検討した。性別では、やや女性におおい
傾向があった。Bell麻疫およびハント症候
群の改善状況は良好であったが、腫瘍によ
るものは改善不良例が多かった。１００日以
上の期間が必要であった症例では、病的共
同運動などの後遺症を示すことが多く、閉
眼と口角の引きつれは全例に認めた。表情
筋の回復過程では、前頭筋、眼輪筋、口輪
筋の順で改善していく傾向があった。最後
まで困難な表情は、「片目を閉じる」「口を
への字にする」であった。p．５８－６２
共同執筆者 毛利光宏・宮下 智
大森 圭・大島義彦・中角祐治

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著８２．顔面神経麻痺の回
復傾向について

解剖学実習用に供された屍体の足部３８足を
使用し、底屈運動に対する軸について検討
した。距骨には、距骨滑車関節軸と考えら
れる軸が認められ、距骨滑車内外果の頂点
を結んだ線に対し、１２．４°（SD＝６．２）の
傾きを示していた。距骨滑車関節軸は脛骨
内果の下方１０亜、前方７亜、腓骨外果の上
方５亜、前方９亜を結ぶ線上に存在し、先
行研究の結果と相違点が見いだされた。装
具処方や運動学を進める際に考慮する必要
があると考えられる。p．６３－６７
共同執筆者 宮下 智・毛利光宏
大森 圭・大島義彦・中角祐治

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著８３．足関節軸の検討
－解剖用屍体を使用
して－

脳卒中片麻痺患者の麻痺側および非麻痺側
の仕事量・筋力・運動効率を比較した。麻
痺側のBrunnstromrecoverystageが上が
るほど、麻痺側による仕事量・運動効率が
減少することは仮設通りであったが、麻痺
側が、BrunnstromrecoverystageⅢの非

山形リハビリ
テーション医
会誌 第３巻

平成５年
１０月

共 著８４．脳卒中片麻痺患者
の下肢能力の検討
－下肢伸展運動にお
ける特性－
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麻痺側では、他のstageの脳卒中片麻痺の
非麻痺側より仕事量が、約２０％の低下を認
めた。このことから、脳卒中片麻痺の治療
訓練を行う上で、麻痺の重い患者ほど非麻
痺側へ協調性を含めた強化の必要性が示唆
された。p．６８－７５
共同執筆者 宮下 智・毛利光宏・大森
圭・大島義彦・中角祐治

スポーツ障害を回避し、競技力の向上を図
る、効率の良いトレーニング法を考える歳
の基礎医化学を論じた。pp．４

SPORTSLIFE
やまがた７

平成６年
２月

単 著８５．効率のよいトレー
ニングを行うための
基礎医科学

慢性進行性病変であるRA頚椎に対する可
動性温存とそれを可能にする演者らの術式
を提案したpp．８５－８９
（担当：企画と考察に参画）
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、横田 実、
有井陽之介

東日本臨床外
科学会誌６

平成６年
２月

共 著８６．RAspineに対する
頚椎椎弓形成術の治
療経験

環軸椎亜脱臼に対するMagerl法における、
演者らの術式上の改良点を報告した。
pp．５９５－５９９（担当：手術と考察に参画）
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、尾鷲和也

整形・災害外
科３７

平成６年
５月

共 著８７．環軸椎亜脱臼に対
するMagerl法におけ
る若干の工夫

野球で生じる肩関節障害の発生バイオメカ
ニクスを解説し、その予防策、治療法、ト
レーニング法を論じた。pp．４

SPORTSLIFE
やまがた８

平成６年
１０月

単 著８８．野球肩

環軸椎亜脱臼に対するMagerl法の紹介と
実施上のバイオメカニクスを論じた。
（担当：手術と考察に参画）pp．１０－１４
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、尾鷲和也

山形県整形外
科研究会会誌
６

平成６年
１２月

共 著８９．環軸椎亜脱臼に対
するMagerl法の治療
経験

地域リハビリテーション医療に対する実態
把握のためにモデル地区を設定し、そこに
住む全ての高齢者および寝たきり高齢者を
対象に地域リハビリテーション医療に対す
る理解度を調査した。調査率はそれぞれ
９９．８％、１００％であった。この結果、受療経
験の多い都市部生活者が最も理解があり、
受療経験の少ない山村部生活者の理解度が
低かった。高齢者に対する地域保健医療
サービス情報の普及、地域リハビリテー
ション医療に対する啓蒙活動の必要性が示
唆された。p．２－１０
共同執筆者 宮下 智・毛利光宏・大森
圭・大島義彦・中角祐治・秋葉 正・伊藤
朋子・長岡進一・渡辺桂一

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９０．高齢者のリハビリ
テーションに関する
理解度の調査研究



－３１５－

概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む全ての６５才以上の６３０名の高齢者を対
象に、地域リハビリテーション医療の需要
について調査した。調査率は９９．８％であっ
た。高齢者には潜在的な需要量があると判
断されたが、これに反して本人の受療希望
は非常に低いものであった。これはリハビ
リテーションの意義・目的について知られ
ていないことが原因であると思われた。
p．１１－１７
共同執筆者 毛利光宏・宮下 智
大森 圭・大島義彦・中角祐治・大沼
崇・秋葉真澄・石山浩之・五十嵐由美子

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９１．地域リハビリテー
ション医療の潜在的
需要についての調査
研究

脳卒中患者に対する地域リハビリテーショ
ンサービス充実のために、Ｙ県Ｓ市を代表
とする地域を抽出し、そこに住む寝たきり
者を除く６５才以上の高齢者６３０名を対象に
脳卒中既往歴に関する調査を行った。調査
率は９９．８％（６２３名）であった。既往歴の
ある人は４４人（７．１％）であった。実数を
把握し、重度化・寝たきりを予防するリハ
ビリ対策が必要であり、脳卒中発症前の健
康維持活動も重要であると思われた。
p．１８－２２
共同執筆者 毛利光宏・宮下 智・大森
圭・大島義彦・中角祐治・野竹 恵
村山 直・羽角裕子・鳥居伸行・佐本敏秋

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９２．高齢者の脳卒中既
往歴に関する実態調
査

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む６５才以上の高齢者６３０名の腰痛・下肢痛
の現状を調査した。調査率は９９．８％（６２３
名）であった。腰痛・下肢痛の発症率は年
齢に差はなく一定の発症率であった。しか
し、その程度を評価すると、加齢とともに
重度化する傾向がみられた。腰痛や下肢痛
を起こしたときに治療やリハビリテーショ
ンを受ける人は、非常に少なく自分で軽度
と判断しても、専門家の判定を受けるよう
な指導が必要である。
p．２３－２７
共同執筆者 大森 圭・毛利光宏
宮下 智・大島義彦・林 雅弘
中角祐治・佐藤政悦・鳥居伸行・佐本敏秋

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９３．高齢者の腰痛・下
肢痛に関する実態調
査

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む高齢者６３０名の膝痛・膝機能の現状を
調査し、調査率は９９．８％（６２３名）であった。
膝痛の発症率は加齢とともに減少する傾向

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９４．高齢者の膝痛・膝
機能に関する実態調
査
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があるが、その程度を評価すると加齢とと
もに重度化する傾向がみられた。また、女
性の方に発症率が高く、ある程度の年齢に
達した際には、専門家の判定を受けられる
ようなシステムの構築が必要である。
p．２８－３２
共同執筆者 大森 圭・毛利光宏
宮下 智・大島義彦・林 雅弘・中角祐治
佐藤政悦・鳥居伸行・佐本敏秋

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む高齢者６３０名の６５才以上の高齢者を対
象に、骨折と転倒に関する実態調査を行
い、調査率は９９．８％であつた。転倒頻度は
全体の４％であった。骨折の主原因は転倒
で女性に多い傾向がみられた。加齢ととも
に転倒頻度は高くなり、自宅などの環境要
因に対する指導や考慮の必要性が高いと思
われた。p．３３－３８
共同執筆者 毛利光宏・宮下 智
大森 圭・大島義彦・林 雅弘・中角祐治
岩田好子・石沢ひとみ・大泉久美子
井上重雄

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９５．高齢者の転倒歴と
骨折歴に関する実態
調査

高齢者の生活能力の実態を把握し、より対
応力のある地域リハビリテーション医療の
提供を目的に、老研式活動能力指標を用い
て実態調査を行った。１３項目全問で可能と
答えた人は３０８人（４９．９％）であった。１１
項目以上が可能と答えた人は全体の７５％で
あった。６５才以上の在宅老人のADL自立
度はかなり高く、健康維持、障害予防を目
的に、各老人のこれまでのライフスタイル
をよく理解した上で、主体的活動への援助
という形を具体化していくべきであろう。
p．３９－４４
共同執筆者 大森 圭・毛利光宏
宮下 智・大島義彦・中角祐治
庄司由美子・横尾輝美・清野敏秀
真木律子

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９６．高齢者の老研式活
動能力指標に関する
実態調査

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む高齢者６３０名の６５才以上の高齢者を対
象に、就労に関する調査を行い、調査率は
９９．８％であった。高齢化に伴い就労率は低
下するものの、全体で６割の人が何らかの
仕事を持っていることがわかった。高齢者
にとって社会・家庭内で役割を持っている
ことは、生活基盤の確立、生きがい、健康

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９７．高齢者の就労状況
に関する実態調査



－３１７－

概 要
発行所、発表雑
誌等又は発表
学会等の名称

発行又は
発 表 の
年 月

単著、
共著の
別

著 書 、 学 術 論 文
等 の 名 称

状態からも重要であると思われた。
p．４５－４９
共同執筆者 毛利光宏・宮下 智
大森 圭・大島義彦・中角祐治・明石英史
柴田扶美枝・佐藤春美・加藤信子

６５才以上の高齢者６３０名のうち測定が実施
できた５２３名を対象に、１０斡歩行速度の計
測を行った。全平均値、性別平均値、年齢
別平均値で正常値を上回っていた。これ
は、努力性歩行によるものと思われた。こ
の結果は、実用性の高さと健康維持のため
に質的なアプローチの有効性を示している
と考えられる。
p．５０－５４
共同執筆者 宮下 智・毛利光宏
大森 圭・大島義彦・中角祐治・伊藤友一
多田利信・鈴木一美・武田輝美・高橋 薫

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９８．高齢者の１０斡歩行
能力に関する実態調
査

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む高齢者６３０名の６５才以上の高齢者を対
象に、握力に関する調査を行った。調査率
は９９．８％であった。この結果、６０才代につ
いては、これまで報告された平均値に近い
が、７０才代、８０才代については男女とも低
かった。握力が単に上肢機能だけでなく、
日常の活動性と関連があると言われている
ことから、地域リハビリテーション医療
サービスとしては、７０才代、８０才代の高齢
者を中心に健康指導などを実施すべきであ
ろう。
p．５５－６０
共同執筆者 大森 圭・毛利光宏
宮下 智・大島義彦・中角祐治・村川美幸
丹野克子・五十嵐守・吉田智子

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著９９．高齢者の握力に関
する実態調査

Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む高齢者６３０名の６５才以上の高齢者を対
象に、残存歯数の現状を調査した。調査率
は９９．８％であった。残存歯数は、加齢とと
もに減少していくが、６５才から８４才までは
平均して２本程度、女性より男性の方が多
かった。また、老研式活動能力指標との比
較では、能力の高いものほど残存歯数が多
い傾向が認められた。
p．６１－６４
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘
宮下 智・毛利光宏・大森 圭・中角祐治
佐藤政悦・鳥居伸行・佐本敏秋

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著１００．高齢者の残存歯
数に関する実態調査
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Ｙ県Ｓ市を代表する地域を抽出し、そこに
住む高齢者６３０名の６５才以上の高齢者を対
象に、視力の現状とADLとの関連で調査し
た。調査率は９９．８％であった。視力低下に
ともないADLに影響を及ぼす人は全体の
１０％を占めた。男女差はないものの、加齢
とともに視力は次第に低下する傾向があ
る。しかし目の治療訓練とともに、環境整
備や家屋改造をすることによって、その機
能を高める可能性があることも示唆され
た。
p．６５－６８
共同執筆者 林 雅弘・大島義彦
宮下 智・毛利光宏・大森 圭・中角祐治
佐藤政悦・鳥居伸行・佐本敏秋

山形リハビリ
テーション医
会誌 第４巻

平成６年
１０月

共 著１０１．高齢者の視力に
関する実態調査

RAに好発する頸椎病変に対しては、RAの
活動性、全身のADL、全脊柱の状態を見極
めて、それに対応する治療戦略をたてるべ
きことを報告した。
pp．６７－７２
（担当：企画と考察）
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、平本典利

脊椎脊髄
ジャーナル８

平成７年
１月

共 著１０２．RA頚椎に対する
我々の治療方針

圧迫性脊髄症モデル実験により、脊髄機能
の可逆性判定指標を報告した。
p．１１１
（担当：企画と考察）
大島義彦、安川敬一郎

山形医学１３平成７年
１月

共 著１０３．誘発脊髄電位に
よる機械的障害の脊
髄機能の可逆性判定
について

慢性関節リユウマチによる頸椎病変に対す
る環軸椎固定術の成績の推移と最近施行し
ている、Magerl法の優秀性を述べ、その際
に生じる注意事項を整理し提起した。
（担当：考察）
伊藤友一、大島義彦、太田吉雄、林 雅弘、
平本典利、武井 寛

Journalof
Orthopaedic
Surgery

平成７年
３月

共 著１０４．Arthrodesis of
thecervicalspine
in rheumatoid
arthritis

テニスで生じる肘関節障害の発生バイオメ
カニクスを解説し、その予防策、治療法、
トレーニング法を論じた。pp．４

SPORTSLIFE
やまがた９

平成７年
３月

単 著１０５．テニス肘

脊椎骨粗鬆症の生活歴・日常生活強度と腰
椎Ｘ線検査所見をリンクさせ、２０９名の腰
痛患者について骨粗鬆症の臨床疫学調査を
施行し、これを分析した。
総頁数２９頁
大島義彦、松本宏史、林 雅弘、平野弘之、
伊藤友一、橋本妙子、宮下 智、毛利光宏

山形県環境保
健部保健予防
課

平成７年
３月

共 著１０６．脊椎骨粗鬆症に
関する調査研究報告
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骨欠損部に架橋移植したハイドロキシアパ
タイト気孔内への骨伝導の実験的検討を行
い、両方向から良好な骨伝導が起こること
を報告した。pp．２２２－２３０
（担当：企画と考察に参画）
長島太郎、大島義彦

日本整形外科
学会誌６９

平成７年
４月

共 著１０７．肩開き法脊柱管
拡大術の骨欠損部に
移植したハイドロキ
シアパタイト気孔へ
の骨伝導の実験的検
討

圧迫性頚髄症に対し後方除圧術を施行した
ところ、術後のMRIで脊髄の腫大、Ｔ２高
輝度領域の拡大が見られた症例を報告。こ
れはこれまで報告が見られない新知見であ
る。pp．７５５－７５９
（担当：企画と考察）
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、平本典利、
尾鷲和也、佐藤信彦

臨床整形外科
３０

平成７年
６月

共 著１０８．術後MRIで脊髄
腫大傾向を示した頚
髄症の２例

本人が考案した山形大式脊柱管頸部脊柱管
拡大術を頸部後縦靭帯骨化症６９例に施行
し、その成績が極めて満足し得るもので
あったことを報告した。pp．１７－２４
（担当：企画と考察）
林 雅弘、大島義彦

脊椎脊髄
ジャーナル９

平成７年
９月

共 著１０９．頸部後縦靭帯骨
化症に対する山形大
式脊柱管拡大術の成
績

Ｙ県Ｓ市の寝たきり高齢者と登録された
１８３名を対象に、地域リハビリテーション
サービスの充実を図るために、障害老人の
日常生活自立度（寝たきり度）判定基準を
用いて、「寝たきり度」に関する調査を行っ
た。寝たきりと判定されたものは、１３４名
で、生活自立６名、準寝たきり４０名、障害
なし３名が含まれていた。寝たきりの出現
率は、これまでに報告されたものとほぼ同
じであった。p．２－６
共同執筆者 宮下 智・毛利光宏
大森 圭・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一
中角祐治・長岡進一・佐藤 朗

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１０．寝たきり高齢者
の自立度に関する実
態調査

Ｙ県Ｓ市における寝たきり高齢者に対する
地域リハビリテーションサービス充実のた
めに、寝たきりになった原因を１３４名を対
象に調査を行った。脳血管障害によるもの
が約４割で、外傷は１割であった。脳血管
障害に対する早期リハビリテーションサー
ビスを充実させ、重度化や寝たきり防止を
働きかける必要がある。また、転倒が原因
で寝たきりとなる場合も多いので、転倒防
止の工夫も必要である。p．７－１２
共同執筆者 毛利光宏・大森 圭
宮下 智・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一
中角祐治・明石英史・斉藤恵美子

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１１．寝たきり高齢者
の寝たきり原因に関
する実態調査
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Ｙ県Ｓ市の寝たきり高齢者１３４名を対象に、
寝たきりとなった当初および現在受けてい
る医療・リハビリテーションについて聞き
取り調査を行った。医療機関への受療率は
高かったが、リハビリテーションを受ける
人は少なく、需要も少ないという結果で
あった。リハビリテーションの顕在的な需
要が低い原因としては、リハビリテーショ
ン医療を提供し得る医療機関が少ないこ
と、理学療法士、作業療法士等のリハビリ
テーションスタッフに対する理解度も低い
ことによるものと思われる。p．１３－１９
共同執筆者 大森 圭・毛利光宏
宮下 智・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一
中角祐治・明石英史・秋葉 正

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１２．寝たきり高齢者
が受けている医療、
リハビリテーション
に関する実態調査

Ｙ県Ｓ市の寝たきり高齢者１３４名、全員を
対象に、基本動作について家族より聞き取
り調査を行い調査率は１００％であった。自
立度は１年前、（１年未満の退院時）から現
在までに機能低下した割合は全体の約２割
であり、比較的機能が保たれているとも考
えられるが、積極的リハビリテーションを
行うことにより、機能低下の予防、時には
機能低下の向上も見込まれる可能性が示唆
された。p．２０－２５
共同執筆者 毛利光宏・大森 圭
宮下 智・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一
中角祐治・伊藤朋子・佐藤 朗

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１３．寝たきり高齢者
の基本動作に関する
実態調査

Ｙ県Ｓ市の寝たきり高齢者１３４名、全員を
対象に、基本動作について聞き取り調査を
行い、調査率は１００％であった。基本動作
遂行能力について、寝たきり高齢者本人あ
るいは家族の主観的な判断と、理学療法
士・作業療法士が対象者に実際の能力を評
価したものを比較した。その結果、「でき
る基本動作」と「している基本動作」の状
態が、専門職と本人・家族との間で認識の
差が確認された。p．２６－３３
共同執筆者 宮下 智・毛利光宏
大森 圭・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一
中角祐治・長岡進一・斉藤恵美子

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１４．寝たきり高齢者
の基本動作における
本人・家族の認識に
ついての実態調査

Ｙ県Ｓ市の寝たきり高齢者１３４名、全員を
対象に、移動能力・生活範囲について家族
より聞き取り調査を行った。調査率は
１００％であった。現在の移動能力は全体の
約７割が全介助以下のレベルで、生活範囲

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１５．寝たきり高齢者
の移動能力・生活範
囲に関する実態調査
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も減少していることがわかった。
p．３４－４１
共同執筆者 大森 圭・毛利光宏
宮下 智・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一
中角祐治・野竹 恵・村山 直

Ｙ県Ｓ市の寝たきり高齢者１３４名、全員を
対象に、褥創について家族より聞き取り調
査を行った。調査率は１００％であった。結
果は、１年前（１年未満の退院時）に褥創
のあった寝たきり高齢者は１５．７％、現在は
１９．４％に増加していた。褥創の予防・治療
には一貫したチームアプローチが必要で、
原疾患の発症から在宅まで徹底した管理
と、動作能力の確保・最小限の介護量によ
る体位変換や運動の促しが必要である。
p．４２－４６
共同執筆者 毛利光宏・大森 圭・宮下
智・大島義彦・林 雅弘・伊藤友一・中角
祐治・羽角裕子・渡辺桂一

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１６．寝たきり高齢者
の褥創に関する実態
調査

腰・下肢痛を訴え医療機関を受診した４０歳
以上の女性２０９人の単純Ｘ線像（第１１胸椎
から仙椎までの正面像、側面像）の椎間腔
狭小化、変形性脊椎症、脊椎骨粗鬆度の相
互関係を分析した。対象例２０９人の年齢は
４０～８７歳、平均６４．３歳であった。これら全
ての年代で、椎間腔狭小例に変形性脊椎症
（骨棘）が多発していた。また、４０～６９歳
では変形性脊椎症を有する例、７０歳以上の
例では椎間腔狭小化群の脊椎骨粗鬆度が高
かった。p．４７－５２
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘
伊藤友一・武井 寛・松木宏史・橋本妙子
中角祐治・宮下 智・毛利光宏・大森 圭

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１７．腰椎椎間板狭小
化、骨棘と脊椎骨粗
鬆症の関係

変形性脊椎症の成因を研究するために、
腰・下肢痛を訴え医療機関を受診した４０～
８７歳の女性２０９人に対し、生活歴などの問
診結果および単純Ｘ線像を分析した。熟
年、老年（５５歳以上の例）では、変形性脊
椎症の程度の軽度な群に青壮年期の生活活
動強度が高い例が多く、老年（７０歳以上）
の高齢者では過去１年以内に運動を行って
いる例は変形性脊椎症の程度が軽度であっ
た。各群とも椎間腔狭小化群に変形性脊椎
症が多く見られた。p．５３－６６
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘
伊藤友一・武井 寛・松木宏史・橋本妙子
中角祐治・宮下 智・毛利光宏・大森 圭

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１８．腰椎椎間板狭小
化及び骨棘に関する
研究
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腰・下肢痛を訴え医療機関を受診した４０歳
以上の女性２０９人に対し、生活歴などの問
診結果及び単純Ｘ線像（第１１胸椎から仙椎
までの正面像、側面像）を検討した。対象
例２０９人の年齢は４０～８７歳、平均６４．３歳で
あった。その結果、７０歳以上の例では既往
歴がある例に楔状椎または魚椎が多く見ら
れた。また、５５歳以上の例では楔状椎・魚
椎変形が見られる群に骨折歴が多く、熟年
（５５～６９歳）群は楔状椎または魚椎のない
例に現在の牛乳の摂取回数が多かった。
p．６７－７７
共同執筆者 大島義彦・林 雅弘
伊藤友一・武井 寛・松木宏史・橋本妙子
中角祐治・宮下 智・毛利光宏・大森 圭

山形リハビリ
テーション医
会誌 第５巻

平成７年
１０月

共 著１１９．胸腰椎、腰椎の
楔状椎、魚稚変形の
発生要因

著者の考案・作成したG-rodを用いた脊椎
外傷手術成績の検討を行い、LuqueRodよ
り優秀である旨を報告。
林 雅弘、大島義彦、渡辺好博、太田吉雄

Proceedings
of the
International
Symposium
on Spine
and Spinal
Disordersin
Growthand
Aging

平成７年共 著１２０．Follow up
study ofModified
LuqueInstrument
（G-rod）For
SpinalTrauma

頚椎椎弓形成術時に神経組織の癒着防止の
ために移植した脂肪が、術後の経過中に肥
大し脊髄圧迫を発生させた一例を報告。
林 雅弘、大島義彦、渡辺好博

Spine印刷中共 著１２１．Symptomatic
SpinalCord
Compression by
an Enlarged Free
Fat Graft After
CervicalCanal
Enlargement
-ACaseReport-

従来の一般的治療法である頚椎のリウマチ
病変に対する脊柱固定術例に、隣接椎管に
不安定症が多発することを報告し、警告を
発した。
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、平本典利、
渡辺好博

Journalof
Orthopaedic
Surgery

平成７年
６月

共 著１２２．Arthrodesis of
theCervicalSpine
in Rheumatoid
Arthritis

著者が考案した頚部脊柱管拡大術が脊椎の
バイオメカニクスからみて最も合理的術式
であることを明らかにして、２００例の臨床
成績を報告。
大島義彦、林 雅弘、渡辺好博

Proceedings
of the
International
Symposium
on Spine
and Spinal
Disordersin
Growthand
Aging

平成７年共 著１２３．Expansive
Open-door
Laminoplastywith
Reconstruction of
SpinousProcess
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悪性腫瘍の脊椎移転例についての著者の汎
用的術式の紹介と治療成績を報告し、その
適応は一般に考えているよりさらに広いこ
とを報告。
太田吉雄、大島義彦、林 雅弘、渡辺好博

Proceedings
of the
International
Symposium
on Spine
and Spinal
Disordersin
Growthand
Aging

平成７年共 著１２４．Operative
Results for
Metastatic Spinal
Tumors

学童時代に過大な機械的なストレスが加
わって発生する腰椎分離症の病態生理を述
べ、その予防策、治療法、トレーニング法
を論じた。pp．４

SPORTSLIFE
やまがた�P�P

平成８年
２月

単 著１２５．腰椎分離症

山形県で施行された骨粗鬆症検診の被検診
者９９８名の生活歴・生活活動強度・食環境
などを測定し、骨密度を対応させ、骨粗鬆
症の山形県における実態を解明した。
総頁数３０頁
大島義彦、林 雅弘、ElhlarsurRahman、

伊藤友一、武井 寛、中角祐治、宮下 智、
毛利光宏、大島 圭

山形県環境保
健部保健予防
課

平成８年
３月

共 著１２６．山形県における
骨粗鬆症検診報告書
－骨密度測定と生活
習慣実態調査－

新鮮胸・腰椎損傷の搬入時の処置、損傷の
効果的判定法、検査手順などについて診
断、治療体系を提起した。
（担当：雑誌の特集主題「胸・腰椎損傷の
診断と治療」の企画）
大島義彦、平野弘之

Monthly
Book
Orthopaedics

X員PP DP－ S

平成８年
７月

共 著１２７．新鮮胸・腰椎損傷
の治療指針

胸・腰椎破裂骨折の診断法、保存的及び観
血的治療法、手術の前方、後方法の使い分
け、手術適応について提起した。
（担当：雑誌の特集主題「胸・腰椎損傷の
診断と治療」の企画）
林 雅弘、大島義彦、平野弘之

Monthly
Book
Orthopaedics

X員PP DUT－ VS

平成８年
７月

共 著１２８．胸・腰椎破裂骨折
の診断と治療方針

山形県を代表すると考えられる市の代表的
地区３個所をとりそこに住む６５歳以上の住
民の肩関節障害の有無について悉皆検診を
試行。６１８人中１３６人２２％に肩関節障害を認
め、女性、仕事をしていない人に多く見ら
れた。
後藤康夫、村成 幸、松田雅彦、寒河江正
明、佐藤哲也、大島義彦

肩関節別冊２０
茨２０５－２０８

平成８年
１０月

共 著１２９．高齢者の肩関節
障害の疫学調査
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著者らが考案した脊柱管拡大術を慢性関節
リュウマチの軸椎下不安定症に行い良好な
結果を得た。この発想の転換ともいうべき
治療法は汎用されるべきである。
Tomokazu Ito,Yoshihiko Ohshima,
MasahiroHayashi,NoritoshiHiramoto,
MakotoHamasaki

Journalof
Orthopaedic
Surgery,５
芋；３５－３９

平成９年共 著１３０．Spinoplastic
expansive
laminoplasty of
thecervicalspine
in rheumatoid
arthritis

地域をとってリハビリテーションの需要を
調査した文献はほぼ皆無に等しい。これを
明らかにするために山形県を代表すると考
えられる市の代表的地区３個所をとりそこ
に住む６５歳以上の住民の悉皆検診を試行。
受診率は６３０名中６２３名９８．９％。顕在需要は
１８１名、２９．１％、専門家から見たリハ適応即
ち潜在的リハビリテーションの需要は
７２．７％であった。
塩飽 仁、大島義彦

山形医学１５茨
５５－６４

平成９年共 著１３１．地域から見た高
齢者のリハビリテー
ションの需要に関す
る調査研究

痙縮状態では固有受容器の緊張が高まり、
その程度に応じRenshaw細胞が興奮し随
意運動が円滑に行うための調整を行ってい
ることが示唆された。
中角祐治、間瀬教史、古川順光、小野武也、
毛利光宏、宮下 智、駒沢治夫、大島義彦

運動・物理療
法１０茨：６０－
６３

平成９年共 著１３２．痙縮例の反回抑
制

Contrast-enhanced３DSPGR法を用い
た腰椎椎間板ヘルニア２０例のMRIを検討
し、この方法が神経根を末梢まで追うこと
ができ、ヘルニアと神経根を立体的に捉え
る事ができる優れた検査法であることが明
らかになった。
伊藤友一、大島義彦、林 雅弘、平本典利、
渡辺奈美

脊 椎 脊 髄
ジャーナル１０
鰯２４３－２４７

平成９年共 著１３３．Contrast-
enhanced ３D
SPGR法を用いた腰
椎椎間板ヘルニアの
MRI

環軸椎亜脱臼に対し、手術を試行した７６例
について後方ワイヤリング法とMagerl法
の骨癒合状況を比較検討。前者は８１．３％、
後者は１００％と優れていた。
伊藤友一、林 雅弘、大島義彦

日本脊髄外科
学会機関誌１１
芋１５１－１５８

平成９年
１２月

共 著１３４．環軸椎亜脱臼に
対する後方固定術の
治療経験

三世代同居率が全国第一位である本県にお
いて訪問看護体制のあり方を検討するため
に地域調査を行った。療養・介護を要する
状況に陥った場合を想定したとき、療養希
望場所は自宅７０．７％、病院１３．１％、施設
１１．８％、希望介護者は嫁３０．９％、娘２５．２％、
妻、息子の順であり、訪問看護の希望度は
世間体や、制度の認知度の如何に大きく影

山形県高齢化
社会研究所紀
要１７芋１－１８

平成１０年
３月

共 著１３５．山形県における
訪問看護システムの
構築に関する研究
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響されていた。
高橋みや子、佐々木明子、山田晧子
桂 敏樹、星野明子、渡部由美、大島義彦
鈴木育子

高齢者の転倒に関するさまざまな要因につ
いて老健施設、特別養護老人ホームの入居
者２０３名について調査した。転倒の原因と
して痴呆による身体能力の自覚の欠如がク
ローズアップされた。
片岡美枝子、佐藤幸子、片桐智子、沼沢さ
とみ、井上京子、大森 圭、古川順光、内
田勝雄、八木 忍、大島義彦

山形保健医療
研究、２巻

平成１１年共 著１３６．老人施設におけ
る転倒の実態につい
て

老健施設、特別養護老人ホームの入所者
１８５名について長谷川式簡易知能評価ス
ケールと自己のADL認識について調査し
た。両者は必ずしも一致せず、転倒の危険
の予知などでは後者の方が有用であると考
えた。
片岡美枝子、佐藤幸子、片桐智子、沼沢さ
とみ、井上京子、大森 圭、古川順光、内
田勝雄、八木 忍、大島義彦

山形保健医療
研究、２巻

平成１１年共 著１３７．老人施設入居者
のADL認識のズレ
について

老健施設入所者８６名の生活行動を消費エネ
ルギーに換算し、下肢筋力、痴呆度の関連
を検討。基本的にはこれらに正の相関が見
られた。
片岡美枝子、佐藤幸子、片桐智子、沼沢さ
とみ、井上京子、大森 圭、古川順光、内
田勝雄、八木 忍、大島義彦

山形保健医療
研究、２巻

平成１１年共 著１３８．老人保健施設入
居者のエネルギー消
費量について

抽出地域の高齢者４１２名について面接、自
記式アンケートを試行。訪問看護の言葉の
認知度は７６．３％、内容の理解は３９．１％、将
来障害に陥った場合の訪問看護の利用希望
は６３．６％で三世代同居世帯では低値であっ
た。
成澤一恵、佐々木明子、山田晧子、桂 敏
樹、鈴木育子、星野明子、大島義彦

訪問看護、医
学書院

印刷中共 著１３９．高齢者の訪問看
護の利用意識に関連
する諸要因

従来の低周波通波電気刺激法に比べ、パル
ス磁気刺激による末梢神経刺激法は頭痛が
少ない利点を持つが、Ｈ波が誘発され難
く、その原因は刺激の持続時間によるもの
と考えられた。
中角祐治、毛利光宏、小野武也、大島義彦

運動・物理療
法１０茨：６０－
６３

平成１１年共 著１４０．パルス磁気刺激
による末梢神経興奮
発生様式の特徴
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山形県における温泉の所在地、湯量、成分
分析を調査し、コンピューターにてデータ
ベース化を施行。また、これらの温泉の利
用状況を分析し、ヨーロッパの温泉利用状
況と対比して、今後の温泉の保健・医療・
福祉への活用法を提言した。
９鰯 総５８頁
（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）

山形県高齢化
社会研究所紀
要

平成２年
３月

共 著

（その他）
１．温泉の保健・医療・
福祉的利用促進調査

山形県の蔵王から月山に至る地域における
温泉や丘陵、森林、河、雪などの自然資源、
既に整備されている健康増進施設、スポー
ツ施設、山形大学をはじめとする健康増
進、スポーツ医科学関連研究機構及び人材
を幅広く調査し、これらの有機的結合によ
り、健康と体力の増進、スポーツ競技力向
上を目的とする総合施設を設立する意義と
可能性を明らかにした。
（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）

国土庁計画調
整局
蔵王・月山地
域におけるク
ア・ア ル カ
ディア中核機
能整備構想調
査報告書

平成３年
３月

共 著２．蔵王・月山地域にお
けるクア・アルカ
ディア中核機能整備
構想調査

温泉は、その理学作用と日本人の伝統文化
としての心理的効果により、自律神経を調
整し、代謝を活性化して、人体の積極的休
養を産み出すが、動物である人間は働くこ
とによって身体の健康を維持、発達、強化
がなされることから、これらの程良い組み
合わせによって、現代の自然・社会環境に
おける、望ましい健康増進が得られること
を報告。（シンポジスト）

温泉FORUM
実行委員会報
告書

平成４年単 著３．健 康 と 温 泉
FORUM９１ 温泉と
エクササイズ

山形市総合スポーツセンタートレーニング
室において、６５歳以上の高齢者５０名の６ヵ
月におよぶ健康、運動、若返り教室を開催。
運動の実施に先立ち血液生化学的検査、体
力検査を施行し、これに基づき、運動を処
方、実践。６ヵ月後に再評価し、健康増進
が着実に獲得されたことを報告。
１１鰯 総７９頁
（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）

山形県高齢化
社会研究所紀
要

平成４年共 著４．高齢者の体力保持
増進のための運動処
方の研究開発

山形県全域の全ての医療機関、社会福祉施
設におけるリハビリテーションの施設内
容、機器整備状況、スタッフ、患者数、病
名、施行されたリハビリテーションの内容

山形県環境保
健部報告書

平成５年共 著５．医療機関、社会福
祉施設におけるリハ
ビリテーション実態
調査
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の断面調査、施設開設者、リハビリテー
ションスタッフの意識調査を施行。

（担当：委員長）
（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）

山形県寒河江市を流れる最上川、整備中の
高速道路、ハイウェイオアシス、寒河江温
泉、史跡、景観、サクランボに代表される
名産のフルーツを組み合わせ、心身のリハ
ビリテーションを目的とした総合公園整備
の企画を提案した。
（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）

ほくとう総研
チェリークア
パーク
基本計画

平成５年共 著６．寒河江チェリーク
ア・パーク増進プロ
ジェクト

第４８回日本体力医学会主題シンポジウムに
おいて、高齢者の体力を定義し、その評価
尺度を提案した。（シンポジスト）
４２茨 pp．１５－１６

体力科学平成５年共 著７．高齢者の体力評価

山形県におけるリハビリテーション医療の
ニーズを調べるため、県の平均高齢化率を
示し、他の点でも県の平均値となる寒河江
市の３地域を選び、６５歳以上の人口の約１
割、６３０名を抽出して、これを１００％直接検
診を行って、リハビリテーションの専門家
からみたリハビリテーションのニーズ、住
民のリハビリテーションの理解度、ニーズ
を調査。同時に寒河江のいわゆるねたきり
の原因調査、ねたきりからの脱出の可能性
を検討。この種の調査研究は内・外を通し
て例がない。
（担当：企画・実施責任者）
（共同研究につき本人担当部分抽出不可
能）

山形県環境保
健部

１９９４年３
月

共 著８．地域におけるリハ
ビリテーション医療
の需要に関する調査
研究
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